
論

説

東

ア
ジ

ア
の
通
貨

・
金
融
危
機
を
考

え
る

世

界

経

済

論

か

ら

の

ア
プ

ロ
ー
チ

清

水

嘉

治

]

目

次

な
に
を
問
題

に
す

べ
き
な

の
か

一
九
九
八

・
八

・
二
七

の

「世
界
同
時
株
安
」
の
特
徴
と
東

ア
ジ
ア

「成
長

セ
ン
タ
ー
」

の
限
界

ω

一
九
九
八
年
八
月
二
十
七

日
の

「世
界
同
時
株
安
」
と
は
何
か

働

世
界
経
済
危
機

の
連
鎖
と
は
何
か

㈹

再
び
東

ア
ジ

ア
の
成
長
を
問
う

凶

東

ア
ジ
ア
経
済
成
長

の
限
界

一..

東

ア
ジ
ア
通
貨

・
金
融
危
機

の
実
相
と
課
題

ω

わ
が
経
企
庁

の
東

ア
ジ
ア
危
機

の
受
け
止
め
方

吻

I
M
F
の
本
質
と
東

ア
ジ

ア
経
済

の

「発
展
」

㈹

1
M
F
の
東

ア
ジ

ア
経
済
援
助
政
策
の
実
相

と
く
に
タ
イ
と
韓
国

の
場
合

四

一
九
九
八

.
五

二

二

の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の

「
開
発
型
独
裁
」
体
制
の
崩
壊
と
I
M
F
型
統
治
政
策

の
矛
盾

ω

ス
ハ
ル
ト
体
制

の
崩
壊
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吻

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
金

融

シ
ス
テ
ム
の
矛
盾

し

た
構
造

㈹

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
不
良
債
権

の
シ

ス
テ
ム
を
問

う

五

こ
ん
こ

の
課
題

一

な
に
を
問
題
に
す
べ
き
な

の
か

一
九

九

〇
年

代

に
入

っ
て
も

ア
ジ

ア
経
済

は

「
成
長

」

し

た
。

多

く

の

エ

コ
ノ
ミ

ス
ト
は

ア
ジ

ア

の
経
済

成
長

は
激
動

す

る
世
界

経

済

を
明

る

い
方
向

に
導

く
だ

ろ
う

と
考

え

て
い
た
。

た

し
か

に
九

〇
年

代

前
半

ま

で
は

そ

の
よ
う

な
傾
向

に
向

っ
て
進

ん

で
い
た
。

と

こ
ろ

が
九

七

年
七

月
東

ア
ジ

ア

の
タ
イ

の
通
貨

バ

ー

ツ

の
価
値

が
ド

落

し
、

経

済
も

深
刻

に
な

っ
た
。

イ

ン
ド
ネ

シ
ア

の
通

貨

ル
ピ

ア
も
下

落

し

た
。

さ

ら

に
中

国
、
香

港

を

除

い

て

マ
レ
ー

シ

ア
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
、

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
、

韓

国

、
台

湾
地

域

に
も

マ
イ
ナ

ス
の
イ

ン
パ

ク

ト
を
与

え

た

(第

-
図
①
②
)。

一
体

こ
う
し

た
通
貨

下

落

の
連

鎖
現

象

は
ど
う

し

て
起

っ
た

の
か
。

依

然

と
し

て
解

明

さ
れ

て
い
な

い
。

こ
の
点

を
究

明

す

る
た

め

に

ま
ず

現
状

を

み

て
み

よ
う
。

一
九

九

七
年

前
半

ま

で
は
、

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
、

中

国
、

台

湾
、

香
港

な

ど

の
株

式
市
場

の
平

均
株

価

は
上
昇

し

て
い
た
。

経
済

成
長

率

も
右
肩

上

が
り

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が
九
七

年

後
半

か
ら

ア
ジ

ア
経

済

の
様

相

は
厳

し
く

な

っ
た
。

東

ア
ジ

ア

の
通

貨
価
値

の
下
落

が

経

済

成

長

の
低

下

を
招

き
、

国

民

の
生
活

苦

を
増

幅

し

て

い
る
。

こ

の
よ
う
な

中

で
、

各
国

の
政
府

は
、

株
価

下

落

を
防

ぐ

た
め

に
金

利

を
引
上

げ

、
庶

民

の
貯

金

を
投

資

に
向

け

さ
せ

た
が
、
効

果

は

あ

が

ら
な

か

っ
た
。

と

く

に
東

ア
ジ

ア
の
主
要

都

市

で
は
、

日
本

よ

り
遅

れ

て
バ
ブ

ル
化

を

も

た

ら
し
、

サ

ー
ビ

ス
価

格

の
上
昇

、

不
動

産

価
格

、

家
賃

の
高
騰

を

も

た

ら
し

た
。
例

え
ば
香

港

で
は
、
九

七

年

一
〇

月
、
中

国

返
還

後

、
株

と
土

地

の
価

格

の
上
昇

を

み

せ
た

あ
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と
、

そ
れ
ぞ
れ

の
価
格
を
急
落

さ
せ
た
。

と
く
に

一
九
九
七
年
七
月
以
降
、

な
ぜ
東

ア
ジ

ア
に

つ
い
て
通
貨

が
下
落
し
、
株
価
が
急
落
し
た

の
か
。

そ
れ
は
日
本
な
ど

の
金
融
不

況

の
イ

ン
パ
ク
ト
に
よ
る
の
か
。

ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業

と
銀
行

に
よ
る
ド

ル
引
き
上
げ
政
策

に
よ
る

の
か
。
東

ア
ジ

ア
経
済

が
本
質
的

に
脆
弱
性

で
あ

る
か
ら
な

の
か
。
改
め

て
検
討
し
た
い
。

こ
れ
が
本
稿

の
第

一
の
課
題

で
あ
る
。

通
貨

.
金
融
危
機

の
中

で
、
世
界
経

済
に
お
け
る
貿
易
、
投
資

の
伸

び
を
も
た
ら
し
た
東

ア
ジ

ア
の
経
済

は
、
ど

の
よ
う

に
変
化
し
た

の
か
、
と
く

に
九
八
年

の
経
済
動
態

は
ど
う
で
あ

っ
た

の
か
。
と
く

に
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど

の
東

ア
ジ

ア
経
済
危

機

の
側
面

の
性
格
を
究
明
し
た

い
。

こ
れ
が
本
稿

で
の
第

二
の
課
題

で
あ
る
。

さ
ら

に
東

ア
ジ

ア
の
通
貨

・
金
融
危
機

の
構
造
を
み
る
と
、
経
済
構
造

の
性
格

だ
け
で
な
く
、
戦
後

の

「
急
成
長
」

の
要
因
を
担

っ
た

と

い
わ
れ
る
開
発
型
独
裁
体
制
が
問

わ
れ
た

の
で
あ
る
。
欧
米
型
民
主
主
義

の
貫
徹

で
な
く
、
実
質
上

の

「
軍
事
」
独
裁
型

の
上
か
ら

の

形
式
的
民
主
主
義

の
貫
徹
を
志
向
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
経
済
を
構
築
し
た
と

い
わ
れ

た
。
開
発
型
独
裁
体
制
は
、
軍
事
経
済
を
軸

に
産
業

基
盤
作
り

の
公
共
投
資
を
通

じ
て
指
導
者

の
家
族
関
係
を
配
置
す
る
ピ

ラ
ミ

ッ
ド
の
支
配
体
制
を
構
築
し
た
。

こ
う
し
た

シ
ス
テ
ム
の
も

と
に
政
府

が
外
国

の
援
助
を
受
け
入
れ
、
貿
易
と
投
資

の

「
自
由
化
」
を
志
向
し

て
き
た
。

こ
の
典
型
的
事
例
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ス

ハ

ル
ト
政
権

で
あ

っ
た
。
と

こ
ろ
が
三
八
年
も
開
発
型
独
裁
を
し

て
き
た
政
権

は
、
九
八
年
五
月
、
↓十

一
日
、
学
生

の
反

ス

ハ
ル
ト
運
動
を

背
景

に
市
民
運
動
を
軸

に
崩
壊

し
た
。

こ
の
場
合
、
I
M
F

の
援
助

の
あ
り
方
も
問

わ
れ
た
。

こ
の
点

を
検
討
し

て
み
る
。

こ
れ
が
第
三

の
課
題

で
あ
る
。

ア
ジ

ア
通
貨

.
金
融
危
機

は
、

不
況
下

の
日
本

の
通
貨

・
金
融
危
機
と
連
動

し

て
進
行
し

て
い
る
。

で
は
ど

の
よ
う

に
連
動
し

て
い
る

の
か
。

こ
の
点

の
課
題
も
含
め

て
検
討
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん

ア
ジ

ア
経
済

の
危
機

は
、

ア
ジ

ア
の
市
場
を
投
資

の
対
象

に
し

て
い
る
日
本

の
み
な
ら
ず
欧
米

の
資
本

の
あ
り
方
も
問

わ
れ

て
い
る
。
欧

・
米

・
日
の
多
国
籍
企
業

の
統
合
と
再
編
を
ど

の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
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第1図 アジア主要国の通貨の動向

①ASEAN通 貨 の動向(対 ドル レー ト)
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で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
課
題
を
含
め

て
世
界
経
済
論
か
ら
み
た
東

ア
ジ

ア
の
通
貨

・
金
融
危
機
と
は
何
か
を
考

え
て
み
た

い
。

二

一
九
九
八

・
八

・
二
七
の

「
世
界
同
時
株
安
」

の
特
徴
と
東

ア
ジ
ア

「
成
長
セ
ン
タ
ー
」

の
限
界

ω

一
九
九
八
年
八
月

二
十
七
日
の

「
世
界
同
時
株
安
」
と
は
何
か

(
1

)

一
九

九

八
年

八
月

二
十

八

日

の
先

進
国

の
新
聞

は
、
米

国
、

欧

州
、

中

南
米

、

ア
ジ

ア
諸

国

の
株

式
市

場

が
連
鎖

的

に
値

を
下

げ

る
と

い
う
世

界

同
時
株

安

の
現
象

を
報

道

し

た
。
例

え

ば
、
対

前

日
比

を

み

る
と

、

ロ
シ

ア
八

四
%
、

イ
ギ

リ

ス

一
五

%
、

ア
メ
リ

ヵ

一
三
%

、

ド
イ

ッ
ニ

五
%
、

香

港

四

三
%
、

マ
レ
ー

シ
ア
五

九

%
、

ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
六
六

%
、

メ
キ

シ

コ
四

一
%
、

ブ

ラ
ジ

ル
四
六

%
、

日
本

一
九

%

と

そ
れ

ぞ

れ
低
下

し

た
。

東
京

証
券

取
引

所
第

一
部
平

均
株

価

は
、

当

日
、

午
前

の
取
引

で

一
時

、

一
万

四
〇

〇
〇

円

を
割

り
込

み
、

九

一
年

一
月

の
バ
ブ

ル
崩

壊

後

の
最

安
値

を

更
新

し

た
。

日
本

の
場

合

、
当

時

株
安

が

続

く
と
、

日
本

の
金
融

機

関
、

と

く

に
大

手

一
八

行

の
株

式

含

み
損

が
拡

人

し
、

不

良

債
権

を
増

大

さ

せ
、

そ

の
処

理
を
難

し
く

さ

せ

て
い
る
。

一
万

四
〇

〇
〇

円

を
割

り
込

ん
だ
株
価

は
、

正
確

な
数
字

を

示

す
と

、
九

二
年

八
月

十
九

日

の

一
万

四
、

一
九

四
円

四
〇
銭

を
下

回

っ
た

の
で
あ

り
、

そ

の
後

、

一
時

的

に
上
昇

し

た

が
、

株

安

の
不

安
定

性

は
依

然

残

っ
て
い
る
。

ア
ジ

ア
経

済

の
混

迷

に
端

を

発

し
た
経

済

不
安

が
世

界

各
地

に
拡

大

し

、

と
く

に
八

月

二
十

八

日

ロ
シ

ア
に
伝
播

し
、
株

式
市

場

取
引

を
中

断

し
、

銀
行

、
商

店

も

閉
鎖

し
た
。

他
方

ア
ジ

ア
経

済

の
危
機

は
、

す

で
に
八

月

二
十

一
日
以

後
、

中
南

米
経

済

の
株

価

を
下

げ
、

ゆ

さ

ぶ
り
続

け

た
。
直

接

的

に
は
原
油

価
格

の
下
落

が
南
米

の
産
油

国

ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
を
直

撃

し

た
。

そ

の
原
因

は
中

南
米

各

国

の
通
貨

が

過

大

評
価

さ
れ

て
い
る
か

ら

で
は
な

い
か

と

い
わ

れ

た
。

そ

の
後

、

コ

ロ

ン
ビ

ア
、

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
、

ブ

ラ
ジ

ル
、

メ
キ

シ

コ
市

場

で
も

八

%

か
ら

一
〇
%
低

下

し

た
。

そ

の

一
要
因

と

し

て
は

ア
ジ

ア
の
通
貨

・
金
融

危

機

の
イ

ン
パ
ク

ト
が

中
南

米
市

場

を

混
乱

さ
せ

た
点

に
あ

る
と

も

い
わ

れ
た
。

こ

の
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指
摘

は

一
面

で
は
正

し

い
。

そ
れ

は
中
南

米

の
国

々

で
は
原
油

価

格

の
低
下

に
あ

っ
た
か

ら
だ

と

い
う
。

ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
は
輸

出

の
七

〇

%

を

原
油

に
依

存

し

て
い

る
。

そ
れ

は

ロ
シ

ア
同
様

、

政
府

収

入

の
約

五
〇

%

以
上

も
原

油

に
依

存

し

て
い
る
か

ら
だ
。

も

ち

ろ

ん
不
況

の

た

め
東
南

ア
ジ

ア
向

け

輸
出

が
低
下

し

た

こ
と

も

一
要
因

に
な

っ
て
い
る
。

ベ
ネ
ズ

ェ
ラ
は
す

で

に
四
十

五

億

ド

ル
以
上

の
歳

出

カ

ッ
ト

を

し
、

急
速

な
公
共

需

要

の
低

下

に
直

面

し
、
失

業

増

を
も

た

ら

し
、
社

会

不
安

を
増

幅

さ

せ

て

い
る
。

あ

え

て
中
南

米

株
式

市

場
低

下

の
問
題

に
ふ

れ
た

の
は
、

先
進

国
、

中

進
国

、

途
上

国

と
を

問

わ

ず
共
通

に
株

安

現
象

を

み
せ

た
か

ら

で
あ

る
。

こ
う

し
た

日
本

を
含

め

た

ア
ジ

ア
通
貨

・
金
融

危

機

は
、

一
世
界

同

時

株
安

」

を
再

生
産

し

て
い
る
点

に
特
徴

が
あ

る
。

こ
の
状

況

は
、

九

八
年

八
月

三
卜

一
日

の

「
世
界

同

時
株

安

」

に
連
動

し

て

い
る
。

こ

の
日

の

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
市

場

を

み

る
と
、

株
式

市

場

の
下

げ

幅

が
株
式

史

上

な

ん
と

、
一番

目

に
当

る
。

同
月

三
十

一
日
、

同
市
場

は
、

ロ
シ

ア
金

融
危

機

、

ア
ジ

ア
経
済

危
機

の
イ

ン
パ

ク

ト
を
受

け
、

ダ

ウ
工
業

株

平

均

の
終

値

は
前

日
よ

り
五

一
.
丁

六

一
ド

ル
安

の
七

五

三
九

・
●

七

ド

ル
を

見

せ
、

八

七

年

レ

月

の
ブ

ラ

ッ
ク

マ
ン
デ

ー
を

上

回

っ
た
。

こ
の
評
価

に
は
、

一
時

的
性

格

で
あ

る
と

い
う
見

解

と
、

ト

一
年

ぶ

り

に
、

株
価

が
八
七

年
卜

一
月
中

旬

の
水
準

に
向

い
、

個

人
投

資
家

の
株
購

入

に
待

っ
た

が
か

か

り
消
費

縮

小

に
向

う

と
、
株

価

は

さ
ら

に
下

降
す

る

で
あ

ろ
う

と

い
う

見

解

を
表

面
化

さ
せ

た
。

こ
の
時
点

の
日
本

、

ア
メ
リ

カ
、
欧

州
、

ロ
シ
ア
、

ア
ジ

ア
、

中

南
米

の
各
市

場

に
お
け

る

「
世

界

同
時

株
安

不
況

」

は
、

世
界

経

済

の
構

造

的

停

滞

と

そ

の
脆

弱
性

を

み

せ

た
点

に
あ

る
。

あ

る
意

味

で
、

世

界

経
済

の
み

な

ら
ず

そ

の
構

成

圏

で
あ

る
東

ア
ジ

ア
経

済

の

「
危
機

」
の
構
造

的

連
鎖

が
具
体

化

し

た

と

い

っ
て
も

よ

い
。
九

七
年

七

月

の
タ
イ

・
バ

ー

ツ
を
発
端

と
し

て
他

の
東

ア
ジ

ア
諸

国

を
巻

き

込

ん
だ
金

融

危
機

が

こ

の

一
年

で
、

エ

マ
ー
ジ

ン
グ

マ
ー
ケ

ッ
ト

(新
興
市
場
)
全

体

を
包

み
込

み
、
経

済

の
大

混
乱

に
発

展

し

た
。

と

り

わ

け

こ
の

一
年

間

の
タ
イ

・
バ

ー

ツ
の
対

米

ド

ル

・
対

円

相
場

の
推
移

を

み

て
も

(第

2
図
)
異

常

で
あ

る
。

こ

の
危
機

は
経

済

改

革

を
怠

っ
た

エ
リ

ツ

ェ
ン
独
裁

型

官
治

経

済

か

ら

一
歩

も
前

進

し

な

い

ロ
シ
ア
に
直

撃

し
、

米

国

の
裏
庭

と

い
わ
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れ

て

い
る
中
南

米

に
波

及

し

た
点

も
特

徴
的

で
あ

る
。

こ

こ

で
冷
戦

終

結

以
来
、

ロ
シ

ア
は
市
場

経

済
を

導
入

し

て
も

、
依

然

と
し

て
慢

性

的

な
経

済

危
機

に
直

面

し

て
い

る
。

ロ
シ

ア
経

済

は
欧

米

か
ら

の
資

本
援

助

、

I

M
F
依

存
、

「
民

営
化

拡

大

」
、
上

地
私

有
化

な

ど
市

場

経

済

の
停

滞

を
余

儀

な

く
さ

れ

て
い
る
。

九

八
年

に
入

っ
て
か

ら
も

ロ
シ

ア
政
府

は
、

I

M
F

か

ら
二

二
六
億

ド

ル

の
融

資

を

う

け
た

が
、

通
貨
危

機

に
対

応

で
き
な

か

っ
た
。

と

く

に
石

油
価

格

の
低

下

、
生

産

の
低
下

、

失

業
者

の
増

大
、

実

質
賃

金

の
低

下
、

公
務

員

の

賃
金

不
払

い
な
ど

マ
イ

ナ

ス
経

済
指

標

が
続

い
た
。

九

八
年

八
月

現

在
、

G
D

P

の
四
〇

%

が

マ
フ
ィ
ァ
経

済

で
あ

る
。

人

口

一
億

六

〇

〇

〇

万
人

に
対

し
納
税

者

は
四
〇

〇
万

人

で
、

民

主
的

徴
税

能
力

も

な
く
、

国
庫

収

入

は
絶

対
的

不

足

に
直

面

し

て
い
る
。

エ
リ

ツ

ェ
ン

大

統

領

の
指

導
力

も

低
下

し
、

た

え
ず
議
会

と
衝

突

し
、

ロ
シ

ア
は
国
内

の
改
革

な
し

に
外

資

に
依

存

し

て
も

自

立
経

済

は
望

あ
な

い
。

こ
う

し
た
経

済

混
乱

に
輪

を
か

け

た

の
が

ア
ジ

ア

の
株

価

低
下

で
あ

っ
た
。

こ
の
点

を

さ
ら

に
ダ

イ

ナ
ミ

ッ
ク

に
検
討

し

た

い
。

こ

こ
で
再

び

世
界

経

済

の

「危

機

」

の
構

造

を
整

理

し

て
み

よ

う
。

一
九
九

一
年

旧

ソ
連

、

東
欧

の
社

会

主
義

経

済
体

制

の
崩

壊
後

、

エ
マ
ー
ジ

ン
グ

マ
ー

ケ

ッ
ト
を
め

ざ

し

て
投
資

し

た
多
国

籍

企
業

お

よ

び
国
際

的
投

機

家

た

ち

が
政
治

的

不
安
定

を
見
越

し

て

こ

の
地
域

か
ら
投

資

資
金

を
引

き

上
げ

、
先

進

国

の
債
権

市
場

に
逆

流

し

た
と

も

い
わ
れ

た
。

旧

ソ
連
、

東

欧

の
社
会

主

義

経
済

体
制

が
崩
壊

し

た

あ
と
、

資

本
主

義

は
社

会
主

義

に
勝

利

し

た
と
宣

伝

さ
れ

た
が

、
実

は
資
本

主
義

経

済
体

制

は
、

新

し

い
景
気

後

退
、

不

況
、

中
小

企

業
倒

産
、

失

業
、

市

場
低

迷

に
直

面

せ
ざ

る
を

え

な
か

っ
た
。

冷

戦
終

結

後

の
資

本

主
義
経

済

体

制

は
、
新

し

い
世

界

市
場

の
冷

え
込

み

で
、
貧

血
症

状

を
呈

し

た

の
で
あ

る
。

九

一
年

の
冷

戦
後

の
世

界

市
場

は
欧

・
米

・
日

の
多

国

籍

企
業

中
心

の
グ

ロ
ー
バ

ル
な

市
場

経

済

が
支

配

し
、

国

家
、

中

小
企

業
、

市

民
、

生
活

者
、

労

働
者

に
ビ

ッ
ク

バ

ン
と

い
う
名

の
も

と

に
優

位
性

を
行

使

し

て

い
る
。

し

た

が

っ
て
国

民

の
貧
困

化
、

不

安

化

が
進
行

し

て
い

る
。

そ
れ

は
新

し

い
貧

血

症
状

で
あ

る
。

こ
ん
ご

グ

ロ
!

バ
リ
ゼ

イ

シ

ョ
ン
に
対

抗

す

る

「
市

民
社
会

」

の
あ

り
方

も

問

わ
れ

る

こ
と

に
な
る
。

チ

ェ
コ
、

ポ

ー

ラ

ン
ド
、

ハ
ン
ガ

リ

ー
な
ど
東

欧

の
市

場

は

エ

マ
ー
ジ

ン
グ

マ
ー
ケ

ッ
ト
と

し

て
先
進

国
、

と
く

に
ア

メ
リ
カ
、

E

U
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第3図 アジア金融通貨危機への国際機関等 による支援状況
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の
多

国

籍
企

業

の
貿

易

と
投

資

に
と

っ
て
新

し

い
ビ
ジ

ネ

ス
の
対
象

と

な

っ
た
。
国

際
金

融
協

会

の
リ

ポ

ー
ト

に
よ
る

と
、
東

南

ア
ジ

ア
、

東
欧

、

ロ
シ
ア
、

イ

ン
ド
、

メ
キ

シ

コ
、
ブ

ラ
ジ

ル
な

ど
を

含

あ

た
新

興

、
下
「
九

か
国

に
対

す

る
投

資

は
、
九
〇

年
代

に
入

っ
て
急

増

し
、

九

六
年

に
は
、

三
、

〇

五
〇

億

ド

ル
に
達

し

た
。

と

こ

ろ
が
九

七
年

に
は
、

.
]、

三
、
一六

億

ド

ル
と
対

前
年

比

、
一五
%
減

少

し

た
。

ア
ジ

ア
危

機

で

エ

マ
ー
ジ

ン
グ

マ
ー
ケ

ッ
ト

へ
の
投
資

は
減
少

し
、
改

め

て
、

投
資

対

象

国

の
経

済

の
基

礎

的
諸

条

件

が

い
か

に
悪

い
か

が
わ

か

る
。

エ
マ
ー
ジ

ン
グ

マ
ー
ケ

ッ
ト
か

ら
移
転

し

た
資

金

は
、
先

進

国
、

と

く

に

ア
メ
リ
カ
、

E

U

の
債
権

市
場

に
逆

流

し
、

投
機

的

な

資
金

の
み

な
ら

ず
国

際

商
品

市
場

へ
の
資
金
循

環
を
鈍

ら

せ
、
世

界
経

済

の
危

機

を
増

幅

さ

せ

て

い
る
。

ロ
シ
ア
お

よ
び
東

欧

の
市

場

が

不
振

に
な

れ
ば

、

E

U

の
景

気

を
も

後

退

さ
せ
、

単

一
通

貨

ユ
ー

ロ
形
成

へ
の

マ
イ
ナ

ス
イ

ン
パ
ク

ト
を
与

え

る

で
あ

ろ
う
。

し

た
が

っ

(
3

)

て
E

U
当

局

も

、
「
危

機

の
連

鎖
」
を

ど

の
よ

う

に
航

ち
切

る
か

を
模

索

し

て
い

る
。

一
方

「
危
機

の
連
鎖

」

は
国
際

機

関

に
よ

る

ア
ジ

ア

通
貨

.
金

融

へ
の
支

援

(第

3
図
)
を

み

て
も

、
本
質

的

に
改
善

さ
れ
ず

、
他

方

で
G

D
P
成

長
率

も

九
六

年

以
降

低
下

し
、
九
ヒ

年

以
降

イ

ン

フ

レ
率

も
急

上

昇

し

て
い
る

(同
h
図
)。

こ
う

し

た
事
情

を

最
近

「複

雑

系
」

の
経
済

学

で
分

析

し

よ

う
と

し

て

い
る

エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
も

い

る
が
、
基

本

は
、
資

本

主
義

の
矛
盾

の
要

因

と
結

果

の
関
係

を
単
純

な

論

理

で
説
明

す

る

の

で
は
な
く
、

複
雑

な
系
統

を

も

っ
て
分
析

し

よ

う
と

い
う

も

の

で
あ

る
。

従
来

も

資

本

室
義

の
矛
盾

の
要

因

と
結

果

に

つ
い
て
も

電

構
造

的

に
分

析

す

る
手

法

は
常

識

で
あ

っ
た

が
、

最
近

、
学

問
的

装

い
を

も

っ
て
登

場

し

て
き

た

の
が

「
複
雑

系

」

の
経

済
学

で
あ

る
。

「
複

雑
系

」

(O
o
∋
℃
一Φ
×
一屯

紹

。。
毎
ヨ
)

の
経
済

学

で
は
、

あ

る
場

所

で
起

っ
た
出

来
事

が

、
そ

の
周

辺

に
存
在

す

る
多
様

な
要
因

に
働

き

か

け
、

そ
れ

が
複
合

化

さ

れ

て
次

第

に
人
き

な

イ

ン
パ
ク

ト
を
も

ち
、

遠

く
離

れ

た
と

こ
ろ

で
事

件

の
要

因

に
な

る
と

考

え

ら
れ

て
い

る
。

こ
れ
が
複

雑

系

の
基
本

的
考

え
方

で
あ

る
。
例

え

ば
、

タ
イ

に
お

け

る
株

安

は
、

そ

の
他

ア
ジ

ア
、

日
本
、

ロ
シ

ア
、

ア
メ

リ
カ

の

各

株
式

市
場

に
お
け

る
株
安

と

い
う
危

機

の
連

鎖

を
引

き

お

こ
す

と
考

え

て
い
る

よ
う

で
あ

る
。

そ

こ
で
は
世
界

市
場

の
本

質

と
現

象

関



係
が
連
関
性
を
も

っ
て
説
明
さ
れ

て
い
る
と
は
必
ず
し
も
思
え
な
い
。

こ
の
複
雑
系
と

い
う
考

え
方

に
は
、
あ
る
複
数

の
事
象

に
関
す

る
相
互
作
用
、
相
互
浸
透
と

い
う
働
き
と
そ
れ
を
可
能

に
す

る
開
か
れ

た

シ
ス
テ
ム
を
必
要
と
す
る
。
問
題

は
、
相
互
作
用
、
相
互
浸
透

の
中
味
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
と
ま

っ
た
体
系
を
も

っ
て
説
明

さ
れ
る
か
ど
う
か

で
あ

ろ
う
。

こ
の
点
、
世
界
経
済

の
危
機

の
内
容

の
セ
要
な
原
因
と
複
雑
な
結
果
を
総
合
的

に
分
析
し
、

そ
れ
を
主
体

的

に
ど

の
よ
う
に
克
服
す
る
か

の
経
済
手
法
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。

と
く
に
現
実

の
激
動
す
る
世
界
経
済

に
対
し

て
複
雑
系

の
経
済
学

の
手
法

で
は
充
分

に
対
応

で
き
な

い
。

東 ア ジアの通 貨 ・金融危機 を考え る
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②

世

界
経
済
危
機

の
連
鎖
と
は
何
か

九
八
年

八
月
三
卜

一
目

ロ
シ
ア
の
金
融
市
場
は
株
価

の
続
落
だ
け
で
な
く
、
外
国
為
替
市
場

に
お
け
る
モ
ス
ク
ワ
銀
行
間

の
通
貨

ル
ー

ブ

ル
の
取
引
を
停
止
し

た
。

こ
れ
は

ロ
シ
ア
経
済

の
崩
壊
を
意
味

し
た
。
危
機
克
服

の
た
め

に
は
、
政
府
は
最
優
先
課
題
と
し

て
市
民

の

不
安
を
取
除

く
た
め
に
も
、
通
貨

ル
ー
ブ

ル
を
防
衛
し
、
産
業
、
農
業
部
門

へ
の
支
援
、
預
金
保
証
、
賃
金
、
年
金

の
遅
配
問
題

の
解
決

を
優
先
的

に
実
行
す

べ
き

で
あ
り
、
世
界
経
済
混
乱

の
発
火
点
と
し
て
の
危
機
対
策

に
主
体
的

に
乗

り
出
す

べ
き
だ
。
と

に
か
く
世
界
経

済
危
機

の
連
鎖

は
、

ア
ジ

ア
通
貨

・
金
融
危
機
を
基
因
と
し
て

ロ
シ
ア
金
融
危
機
、
中
南
米
諸
国

の
金
融
危
機
、
先
進
国

の
株
安
と
連
動

し
、
世
界
経
済

の
悪
循
環
を
露
呈
し
た
。

九
八
年
八
月
末

の
国
際
商
品
市
況
も

ア
ジ

ア
経
済
危
機
を
動
因
と
し

て
世
界
的
需
要
後
退

に
直
面
し
、
商
品
先
物
指
標

の
指
数
も
低
下

し
た
。
商

品
市
況

の
不
振
は
資
源
産
出
国

の
不
況

に
連
動

し
た
。
も
と
も
と
、

エ
マ
ー
ジ

ン
グ

マ
ー
ケ

ッ
ト
の
対
象
諸
国
相
互

の
経
済
依

存
関
係

は
少

な
い
。

ロ
シ
ア
と
中
南
米
と

の
直
接
関
係
は
少
な
く
、
む
し
ろ
米
、

E
U
、

目
本
な
ど

の
多
国
籍
企
業

の
対
象
投
資
市
場
と

し

て
の
関
係
を
も

っ
て
い
る
。
だ
が
中
南
米
も

ロ
シ
ア
も
、
東

ア
ジ

ア
の

一
部

の
国

は
、
原
油
や
貴
金
属

や
穀
物
な
ど

一
次
産
品

の
輸
出
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比
重

が
高
く
、
先
進
国

の
多
国
籍
企
業

に
依
存
し
、

そ
の
圧
力

に
よ

っ
て
動
揺
さ
せ
ら
れ
て
い
る
状
況
下

に
あ
る
。

(
4
)

こ
う
し

て
み

る
と
、

九

八
年

八
月

の
世
界

同
時

株

安

は
、

世
界

経

済

の

「
危
機

の
連
鎖
」

の
性
格

を

も

っ
て
い
る
と

い

っ
て
よ

い
。
共

通

に
確

認

で
き

る

こ
と

は
、
途

上

国
発

の
経
済

危
機

と

先
進

国

、
中
進

国

経
済

の

「危

機

」

(株
安
、
為
替
不
安
、
商
況
不
振
、
倒
産
、
失
業
、

格
差
増
大
、
賃
金
抑
制
な
ど
)
と
連

動

し

て
い

る
。

州
短
期

資

金

の
激

し

い
う

ね

り

に
よ

る

ア
ジ

ア
発

の
新
型

危
…機

は
、
市

場

経
済

シ
ス

テ
ム

へ
の
移

行

期

に
あ

る

ロ
シ
ア

に
連

鎖

し
、
中

南
米

に
波

及

し

た
。

危

機

は

い
ま

人
民

元

の
維
持

を

公
約

す

る
中

国
を
含

め
地
球

全
体

を

お

お

っ
て

い
る
」
。
次

に
前

に
も
触

れ

た

よ
う

に

叫
マ
ネ

ー
の
反

乱

が
実

態
経

済

を
直

撃

し

て
い
る
。
…世
界

に
ま

ん
延

し

て
い
る

の

は
、
石

油

な
ど

一
次

産
品

価
格

の
下

落

と
信

用
収

縮

で
あ

る
。

実

態
経

済

と

マ
ネ

ー
経

済

の
負

の
連
鎖

が
広

が

る
。
世

界

同
時
株

安

は
世

界

同
時

デ

(
5
)

フ
レ
に

つ
な
が
る
危
険
を

は
ら
ん
で
い
る
」
。

こ
う
し
た
指
摘
は
、

八
七
年
七
月

の
タ
イ
の
バ
ー

ツ
通
貨
危
機

に
始
ま
り
、

世
界
を
ゆ
さ

ぶ

っ
て
い
る
経
済
危
機
か
ら

ア
メ
リ
カ

の
バ
ブ

ル
調
整

に
至

る

一
年

二
か
月

の
世
界
経
済

の
混
乱

の
性
格

の

一
部
を
示
し
て
い
る
と

い

っ

て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
。

世
界
経
済

の
混
乱
は
、
先
進
国

の
み
な
ら
ず
中
進
国
、
途
上
国

の
代
表

が
集

っ
て
新
し
い
世
界
経
済

の
あ
り
方
を
、
地
域
経
済

の
量
と

質

の
充
実
を
踏

え
た
国
際
会
議

の
場

で
ま
た
は
国
連

の
場

で
具
体
的

に
話

し
合
う

べ
き

で
あ
ろ
う
。
と
く

に
、
米
国
、

E
U
、

目
本
、

カ

ナ
ダ
、

ア
セ

ア
ン
、

ロ
シ
ア
、
中
南
米

の
代
表

が
、
国
際
的
投
機
資
本
を
抑
制
し
、
各
国

の
市
民
経
済
を
擁
護
す
る
方

式
を
確
率
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

こ
う
し
た
現
状

に
対
す

る
問
題
意
識
を
も
ち
な
が
ら
東

ア
ジ

ア
の
経
済

の
動
き
を
観
察
す
る

こ
と
が
大
切

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
当

時

の
東
西
両
陣
営

の

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
も
冷
戦
終
結
を
予
想
し
な
か

っ
た
し
、
終
結
後

の
世
界
経
済
資
本
主
義

は
、
旧

ソ
連
、
東
欧

の
市
場

経
済

へ
の
移
行
を
期
待
し
、

そ
こ
で
の
新
し

い
市
場
開
発
を
通
じ

て
、

そ
の
発
展
を
考
え
た
。

だ
が
急
な
効
率
性
と
採
算
性
を
図

っ
た
が

ゆ
え
に
混
乱
を
も
た
ら
し

て
し
ま

っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ

の
地
域

や
国
民
経
済

の
歴
史
的
条
件
を
考
慮

せ
ず
に
市
場
経
済
を

一
率

に
導
入
し
て



も
必

ず

限
界

が

く

る
。

そ

の
国

の
経

済

的
、
社

会

的
、

歴

史

的
諸

条
件

を

考
慮

し

つ

つ
、
市

民

の
生

活

の

二
ー
ズ

に
基

づ

く
社

会
市

場

を

発
展

す

る
と

い
う
前

提

で
社

会
市

場

を

考

え
な

い
限

り
、

前

進

は
な

い
。

世
界

同

時
株

安

の
現
実

は
、

こ

の
点

を
改

め

て
教

え

て

い
る
。

こ
う
し

た
状

況

を
念

頭

に
お

い

て
改

め

て
東

ア
ジ

ア
成

長

と

は
何

で
あ

っ
た

の
か

を
反
省

し

て
み

る
必
要

が

あ

る
。

一
九
八

五
～

九

五

年

の
約

一
〇

年

間

に
日
本
、

欧
米

か

ら
資
本

導
入

を
図

り
、

こ

の
地
域

の
安

い
労

働

力
と
資

源

を
活

用

し

た
だ

け

で
な
く
、

外

資

に
よ

る

公
共

設

備
稼

動

を
結

合

さ

せ

て
、
輸

出

ギ
導

の
高

成

長

を
遂

げ

て
き

た
。

多

く

の

エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
は
、

韓
国

、

タ

イ
、

マ
レ
ー

シ
ア
、

イ

(
6

)

ン
ド
ネ

シ
ア
な

ど

の
東

ア
ジ

ア
諸
国

を

「世

界

の
成

長

セ

ン
タ

ー
」

と
呼

び

評
価

し

て
き

た
。

だ

が

い
ま
反

省

を
迫

ら
れ

て

い
る
。

東アジアの通貨 ・金融危機を考える
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③

再
び

東

ア
ジ

ア
の
成

長

を

問

う

一
九
九

〇
年

版

の
日
本

の

『
通
商

白

書
」

は
東

ア
ジ

ア
を

「
成
長

セ

ン
タ

ー
」
と

し

て
位

置

づ

け
た
。

「
ア
ジ

ア
太

平
洋

地

域

の
役
割

の

増

大

」
の
中

で
、

ア
ジ

ア
N
I

E

s

(
ア
ジ

ア
一丁

ズ
ーー
ア
ジ

ア
の
新
翻
↑

業
経
済
群
)
、
A
S

E
A

N

(
ア
セ
ア
ン
ー
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
)
諸

国

を

中
心

に
高

成

長

を
続

け

る
地
域

を
注

目

し
た

。
当

時
、

目
本
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
、

ニ

ュ
ー
ジ

ー

ラ

ン
ド
、

ア
ジ

ア

ニ
ー
ズ
、

ア

セ

ア

ン
諸
国

、
中

国

か
ら
な

る

ア
ジ

ア
太

平

洋
地

域

が
対

世
界

G

N
P

の
シ

ェ
ア
を

一
九
七

五

年

の

一
六

・
八

%
か

ら
八

八
年

の
二

一二
・
五

%

へ
著

し
く
増

加

し
た

こ
と

を
評

価

し
、

同
時

に
こ
れ
ら

の
地

域

の
諸

国

の
経
済

的

相
互

依

存
関

係

を
強

あ
、

域
外

に
対

し

て
も
、
輸

出

入

が
増
大

し

て

い
る

こ

の
地
域

を

「
世

界

の
新

た

な
成

長
軸

」
と
位

置

づ

け
た
。
ま

た
O
E

C

D

(経
済
協
力
開
発
機
構
)
レ
ポ

ー
ト

は
、
東

(
7

)

ア
ジ

ア
成

長

の
共

通

の
特

徴

と

し

て
次

の
三

点
を

あ
げ

て

い
た
。

e

工
業

部
門

に
お
け

る
雇

用
水

準

の
増

大

と
全

雇

用

に
占

め

る

シ

ェ
ア
の
急

伸

に
あ

っ
た

こ
と
、

口
製

品
輸

出

に
お
け

る
世

界
市

場

と

く

に
O

E

C
D
全

体

の
製

口
…
輸

入

に
占

め

る
N

I
C

s
の

シ

ェ
ア

(占
有
率
)
拡

大

(六
..年

.
∵

六
%
↓
七
七
年
八

・
一
%
)

に
あ

っ
た

こ

と
、

口

一
人
当

り
実

質
国

民

所
得

の
対
先

進

工
業

国

と

の
ギ

ャ

ッ
プ

の
相
対

的

縮

小

に
あ

る

こ
と
、

同
時

に
N
I

C

s
諸

国
間

に
存

在

す
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る
異

質
性

と
し

て
人

口
、

面

積

、
資

源

・

一
人

当

た

り
所

得

・
開

発

パ
タ

ー

ン
と

の
政

策

の
違

い
を
あ

げ

て
い
る
。

さ

ら

に
先

進
国

の
製

品
輸

出
市

場

と

し

て
の
N

I

C

s
の
役

割

に
注
目

し
た
。

O

E
C

D

レ
ポ

ー
ト

の
ポ

イ

ン
ト
は
、

こ
う

で
あ

っ
た
。

す

な
わ

ち
東

ア
ジ

ア
諸
国

が
、

外

資

と
技
術

導

入

に
よ

っ
て
、

現

地

の
安

い

労
働

力

と

伝
統

的
社

会

条
件

を

踏

え

た
経
済

力

と

を
結

び

つ
け

た
成
長

政

策

を
図

り
、

相
対

的

に
所

得
上

昇

に
よ

っ
て
工
業

製

品

の
需
要

を
喚

起

し

た
点

に
あ

っ
た
。

レ
ポ

ー
ト

に
も
あ

る

よ
う

に

「
資
本

、
技

術

、

経
営

と

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ
能

力

を
適

切

な
立
地

へ
と
移

転

さ

せ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

低

コ
ス
ト

の
労

働
力

、
圭

要

市
場

へ
の
接

近
、

基

本

的

イ

ン
フ
ラ

ス
ト

ラ
ク

チ

ャ
ー

の
存

在
、

そ
れ

に
政
治

的
安

定
性

を
利

用
す

る

こ
と
」

(前
掲
書

レ
ポ
ー
ト
六
ヒ

ペ
ー
ジ
参
照
)
に
よ

っ
て
工
業
化

を

図

る

こ
と

に
あ

っ
た
。

事

実

、

一
九

六

五
年

か

ら
九

〇

年

ま

で

の
東

ア
ジ

ア
の
平

均
成

長
率

は
、

五

・
四

%

で
あ

り
、
同

期

間

の
O

E
C

D
加

盟
国

の
平

均
成

長
率

は

二

・
三
%

で
あ

り
、

た
し

か

に
東

ア
ジ

ア
の
成
長

率

は

「
抜

群

」

で
あ

っ
た
。

さ

ら

に
九

三
年

の
I
M
F

(国
際
通
貨
基
金
)
の
資

料

に
よ

る
と
、

世
界

の
地
域

別

G
D

P
成
長

率

を

み

る
と
、

先
進

工
業

国

は
、
九

〇
年

二

・

一
%
、

九

一
年

○

・
二
%
と

低
下

し

た

の

に

対

し

て

ア
ジ

ア
新

工
業

地
域

(
ー
N
l
E

s
)
は
、

九

〇
年

七

%
、

九

一
年

七

∴

二
%

と
高

水

準

を
保
持

し
た
。

八

〇
年

代
後

半

か

ら
九

〇
年

代

初
頭

に
か

け

て
、

東

ア
ジ

ア
の
商

品
輸

出

の
動
向

を
み

る
と

、
世

界

の
輸
出

の
割
合

は
、

六

・
六

%

か

ら
九

・
二

%

へ
と

増
加

し

た

が
、

東

ア
ジ

ア
の
輸

出

割

合

は

一
.
一ー

一
五
%

の
増

加

で
あ

る
。

で

は
、
経

済
成

長

を
可

能

に
し

た
条

件

は
何

で
あ

っ
た
か
。

わ
た
く

し

は
、
『
世

界
経

済

の
統

合

と
再
編

』

(
]
九
九
六
年
)
で
次

の
よ

う

(
8
)

に
整

理

し

た
。

東

ア
ジ

ア
の
成

長

の
先

駆
性

を
示

し
た

N

I
E

s
は
旧
東

西

の
冷

戦
構

造

下

の
中

で
、
米

国

と

日
本

の
戦

略
的

経
済

援
助

を

受

け
、

そ

の
外

的
経

済
的

刺

激

を
、
「開

発

独
裁

」
の
中

に
組

み
入

れ

た
だ

け

で
な

く
、
中

小
企

業

を
軸

と

す

る

「自

発
的

」
経

済

力

の
中

に
吸
収

し

、

一
方

で
政

府

の
保

護
下

の
財

閥
資

本

(例
え
ば
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
に
お
け
る
政
商
財
閥
)
が

こ
れ

を
利

用

し
、
輸

入

代
替
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工
業
化
を
通
じ

て
輸
出
拡
大

に
成
功
し
、
「
持
続
的
成
長
」
を
図
る

こ
と
が
可
能

で
あ

っ
た
と
。

こ
の
指
摘

は
・
今

日
で
も
正
し
い
と
考

え
て
い
る
。

ア
ジ

ア
N
I
E

s
の

「高
成
長
」
は
た
し
か

に
現
象
的

に
は
、
米
、

日
、
欧

の
資

本
お
よ
び
華
人
資
本
を
導
入
し
、
現
地

の
企
業
が
そ
れ
を
自
ら

の
経
済
と
技
術

に
再
編
成
し
、
安

い
労
働
力
と
資
源
と
規
模

の
経
済
を
巧

み
に
結
合
し
、
低

コ
ス
ト
の
製
品
を
作

り
、
企
業

競
争
力

を
身

に

つ
け
、
輸
出
拡
人

に
成
功

し
、
輸
出

の
成
果
を
資
本
蓄
積

に
向
け
る

一

方
、
国
内

の
工
業
化

に
再
投
資

し
、
多
国
籍
企
業

に
依
存
し

つ
つ
企
業
基
盤
を
拡
大
し
、
量
的
生
産

に
編
成
替
を
可
能

に
し
た
か
ら

で
あ

る
。
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代

に
お
い
て
…世
界
経
済

の
成
長

の
鈍
化

の
中

で
、

ア
ジ

ア
N
I
E

s
は
世
界

の
新
し

い
成
長

の
拠
点
と
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
だ
が
、
果
し

て
そ
の
歴
史
的
、
構
造
的
産
業

の
基
盤
と
金
融

・
通
貨

シ
ス
テ
ム
は
、
強
靱
な
結
合
関
係
を
も

っ
て
い
た
の
で

あ

ろ
う
か
。
と
く
に
九
〇
年
代

に
入

っ
て
内
外

の
投
資
家
、
金
融
資
本
家

が
不
動
産
投
資
と
株
価
投
資

に
集
中
し
、

バ
ブ

ル
経
済

に
突
入

し
た
。

こ
の
資
本

の
変
則
的
投
資

は
、
東

ア
ジ

ア
の
経
済
を
不
安
定

に
し

て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
国
際
投
機
家

に
よ
る
株

価

の
値
上
げ
操
作
や
商
品
先
物
市
場

へ
の
誘
導
は
、
東

ア
ジ

ア
の
通
貨
を
切

り
下
げ
る
役
割
を
果
し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
点

の
昼
愚
レ
郁
レ

に
東

ア
ジ

ア
を
世
界

の
新
し

い
成
長

の
拠
点

と
し

て
受
け
と
め
た

の
は
、
J

.
ペ
ー
ジ

で
あ

っ
た
。
「
東

ア
ジ

ア

は
世
界
経
済

の
安
定
成
長
を
支
え

る
基
本

で
蒙

」
と
。

そ

の
他
か
な
り

の
現
代

ア
ジ

ア
経
済
研
究
者
も
、
東

ア
ジ

ア
の
成
長

}、
そ
世
界

経

済

を
推

進

す

る
軸

で
あ

る
と
考

え
た
。
例

え
ば

、
池

東
旭

氏

は

こ
う

い

っ
て

い
る
。
「世

界

経
済

は
、
E
C

(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
)
、
北

米

自
由

貿

易
圏

(N
A
F
T
A
)
、
を
わ

に
東

ア
ジ

ア
経
済

圏

の
三
極

化

に
向

か

い

つ

つ
あ

る
。
巾

で
も
急

成
長

を
続

け

る
世

界

の
注

目
を

集

め

て
い
る

の
が
、

東

ア
ジ

ア
経
済

圏

だ
。

こ

の
経

済
圏

は
人

口
f

六
億

と

い
う
、

じ

つ
に
巨

人

な
市
場

を

形
成

し

て

い
る
。

現
時

点

で
も
東

ア
ジ

ア
経
済

圏

の
ボ

リ

ュ
ー

ム
は
レ

分

に
大

き

い
が
、

他

の
経

済

圏

の
脅
威

と

な

っ
て
い
る

の
は
、

そ

の
潜

在

的

な
成

長

力

で
あ

る
。

E

C

は
す

で
に
成

熟

し

た
経

済
圏

で
、
今

後

も
安

定

し

た
低

成

長

し

か
期
待

で
き
な

い
。

…
…

そ
れ

に
く

ら

べ
て
東

ア
ジ

ア
経
箇

は
育
ち
盛
り

『
思
春
期

の
経
済
だ
』
」
(把
・
だ
が
九
七
貨

の
饗

・
金
融
危
機

は
、
こ
の
考

え
方
を
否
定
し
た
。
東

ア
ジ

ア
の
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第1表 アジア主要国の景気動向

(前年同期比,%)

禰

田

　濡
綜
姻
漏
-

下

↓
劃

実質GDP成 長率

壁
8・8

-L

;;;右

8丁 見

1亜
2.2

-一 一一一一半一__一_,_

3.8i-1.0

5.9!5.8

1
EASEAN

イ ン ドネ シ ア

タ イ

マ レ イ シ ア

フ ィ リ ピ ン

ベ ト ナ ム

南 ア ジ ア

豚痂 諦 蔀、蔓 一v;
8.05.76 .6

5.5… 。.4-.-3.dl.。15.9防 ,6

曝糊 響i
_一__」L=_-L_

lo.0

4.0

6.7

7.0:}端

リ ロリ

8.7

　　
　 　

一+___」_.

7.47.5

072

15.0

9,0

4.5

S.0

4.0

L上 ∠」⊥聖L」 _
(出 所)各 国 ・地 域 統 計,ADB(ア ジ ア 開 発 銀 行)"AsianDevelopmentOutlook"

,1998.経

済 企 画 庁 調 査 局 「ア ジ ア 経 済1998』4ペ ー ジ。

(注)ASEANの 実 績 に は カ ン ボ デ ィ ア,ラ オ ス,ミ ャ ンマ ー を 含 む 。

高
成
長
論
者
は
東

ア
ジ

ア
の
経
済
体
質

の
脆
弱

性
を
見
抜
く

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

働

東

ア
ジ

ア
経
済

成

長

の
限

界

と

こ
ろ

で

一
九
九

六
年

、

九
七

年
前

半

は

タ

イ
を
除

い

て
ま
だ
良
好

で
あ

っ
た
。

だ
が
九

八

年

G

D
P
成

長
率

の
見

通

し

は
台
湾

、

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
を

除

い

て

マ
イ

ナ

ス

で
あ

る

(第

-

表
)
。

一
九

九
六

年
後

半

以
降

、
通

貨
危

機

の
発

端

と

な

っ
た

タ
イ

で
は
、

通
貨

の
売

り
圧
力

が

高

ま

り
、
九

七
年

に
な

っ
て
か
ら

一
層
売

り
圧

力

が
高

ま

り
、

中

央
銀
行

は
人
規

模

な

ド

ル
売

り

で
支

え
た

が
、
外
貨

準

備

高

が
急
速

に
低

下

し

、
六

月
末

に

は
ド

ル
売

り
介

入

が
困

難

と
な

り
、

同

年
七

月

二

日
、

従

来

の
通
貨

バ

ス
ケ

ッ

ト
方

式

か

ら
管

理

フ

ロ
ー
ト
制

へ
と

為
替

制
度

を
変

更

し
、

そ

の
結

果
、

バ

ー

ツ
は
、

大
幅

に

減

価

し

た
。

タ

イ
だ
け

で
な

く

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
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第2表 マレーシアの主要経済指標

実 質GDP

民 間 消 費

総固定資本形成

鉱L業 生 産

消 費 者 物 価

失 業 率

経 常 収 支

(GDP比)

財 政 収 支

(GDO比)

貯 蓄 率

(注)1

(出所)

80年 代

{80^,
89年)

前 年比%5.7

同 上4.9

同 上18.9

同 上8.3

同 上3.6

s.2

億 ドル ▲7.6

%(▲2.9)

億 ドル ▲29.9

%(▲8.6)

同 上33.2

90年 代

前 半
(90^-

94年)

..

.・

7.7

17.1

10.8

3.9

3.8

X32.1

(▲5.6)

f1.8

(▲0.3)

35.7

95年

9.5

9.4

19.9

13.1

3.4

2.8

▲87.1

(▲10,0)

7.4

(0.9)

39.5

96年

8.6

6.0

9.8

11.0

3.5

2.5

f48.7

(▲4.9)

7.2

×0.7)

42,6

97年

(▲48)

98年 見通 し

年
政府 Ally

7.8 2～3 3.5

4.7 　

8.5 『 }

a.7 } 一 一

2.7 7～8 5.0

2.7 3.5 }}『

7.6 　
▲48.6

.8) C) (▲4.9)

3.s }} ㎜

4) (一) (一一)

3.8 ← 42.0

98年 見通 しは、 中央銀 行見 通 し(98年3月)及 びADB(ア ジア開発銀 行)見 通 し

(98{㌃三4}1)。

2財 政 収支 は、連邦政府、年度(1～12月)ベ ー ス。98年 度予算 は13億 リンギの黒字。

3経 常 収支の98年 予測(マ レー シア中央銀行ANNUALREPORT1988)は ▲14億 リン

ギ、GNP比0.5%(97年 ▲134億IJン ギ、GNY比5.1%)。

4貯 蓄率 は、国内総貯 蓄のGDP比 。

経企庁調査局,前 掲 書,191ペ ー ジ。

の
ル
ピ

ア
も
減
価
し
た
。

こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き

い
。

タ
イ
、

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
は
、

通
貨
価
値

の
下
落

に
よ

っ

て
輸
入
品
価
格

の
上
昇
に
よ
り
、

実
質
経
済
需
要
も
低
下

し
た
。

韓
国

で
は
、

九
六
年
末

に
三
〇
大
財
閥
の
う
ち

の

一
つ
の
韓
宝
が
破
綻
し
た
。

こ
れ
を
皮
切
り

に
三
美
、

起

亜
、

真
露
な
ど

の
財
閥
が
次

々
と
破
綻

し
、

そ
れ
ら

の
企

業

へ
巨
額

の
融
資
を
行

っ
て
い
た
金
融
機
関

の
不
良
債
権

が
増
加
す
る
な
ど
金
融
不
安

が
高
ま

っ
た
。

ま
た
、

こ
の

影
響

で
対
外
債
務

の
返
済
資
金

の
調
達

に
困
難
が
生

じ

て

き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

通
貨

の
売
り
圧
力

が
高

ま
り
大
幅

に
減
価
し
た
。

韓
国

で
も
九
七
年
末

に
I
M
F
等

の
金
融

(
H

)

支
援
を
受

け
、

緊
縮
政
策

に
転
換
し
た
。

こ
れ
ら
の
国

で

は
従
来

の
歴
史
的
、

構
造
的
な
条
件
を
軽
視
し

て
成
長
政

策

に
ば
く
進
し
た
結
果
、

そ
の
矛
盾
が
表
面
化
し
た
の
で

あ
る
。

通
貨
価
値

の
下
落
は
、

前
述
し
た
よ
う

に
価
格
上

昇
↓
消
費
減
退
↓
投
資
低
下
↓
生
産
低
下
↓
賃
金
低
下
↓

企
業
倒
産
↓
失
業
者
増
大

と
い
う
路
線

に
直
面

せ
ざ

る
を

え
な
く
な

っ
た
。

韓
国

の
G
D
P
の
成
長
率

は
五

・
五
%
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に
低

下

し
、

九

八
年

中

に
は

マ
イ

ナ

ス
成

長

に
な

る
と

い
う
。

タ
イ
、

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
、

韓
国

に
お

け

る
通
貨

危
機

は
、

さ

ら

に

マ
レ
ー

シ

ア
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
に
お

い

て
も
、

大
幅

な
経

常
収

支

赤
字

な

ど

か
ら
、

通
貨

価

値

の
減

価

を
も

た
ら
し

た
。

マ

レ
ー

シ

ア
で
は
、
経

常

収
支

赤

字

の
削

減
策

を

と

る
な

ど
緊

縮
政

策

を
採

用

し
、

大
型

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
実

行
を

延
期

し
、

国

内
需

要

も
減

退

し
、
外

国

の
投

資

も
減
少

し
、
不

況

は
深
刻

に
な

っ
て

い
る
。
し

た

が

っ
て

マ
レ
ー

シ
ア
の
国

民
総

生

産

(G
D
P
)
も

低
ド

し
、

九

八
年

六
月

期

の
伸

び
率

も
前
年

同

期
比

マ
イ

ナ

ス
六

・
八

%
と

な

り
、
物

価

上
昇

率

は
、

九

L」
年

.
一
・
七

%

で
あ

っ
た

が
九

八
年

は
L

%

に
上

昇

す

る
見

込

み

で
、

景
気

後

退

の
中

で

イ

ン
フ
レ
が
進

行

し

て
い

る

(第
2
表
)
。
政

府

の
強

力

な
通
貨

防

衛

の
た

め

に
金

融

の
51

締

め
政

策

を
進

め

て
い
た
中

央
銀

行

の

ア

ー

マ
ド
総

裁

と

フ

ォ
ン
副
総

裁

が
九

月

一
日
付

で
辞

任

に
発
展

し
、

マ

ハ
テ

ィ
ー

ル
政

策

も
限

界

の
様

相

を

み
せ

た
。

マ

ハ
テ

ィ
ー

ル
は
、
九
月

、
一目
、

マ

レ
!

シ

ア
通
貨

危
機

を

抑
制

す

る
た
め

に
対

ド

ル
固
定

相
場

制

を
選

択

し

た
。

国

際
投

機

家

の
為
替

操

作

を
抑

止

し

た
点

を

評

価

し
た

い
。

だ

が
果

し

て
通
貨

危
機

を

克

服

で
き

る
か
。

こ
ん
こ

の
課

題

で
あ

る
。

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
で
は
、
若

干

の
為

替
減

価

を

み
た
も

の
の
安

定

し

た
経

済
政

策

を
維

持

し
、

深
刻

な
影

響

を
う

け

て
い
な

い
が
、

周

辺

諸

国

へ
の
輸
出

は
低
下

し

て

い
る

の

で
成

長

率

も
鈍

化

し

て
い
る
。

東

ア
ジ

ア
全

体

の
通

貨
危

機

に
仕
ハ通

し

て
い

る
要

因

は
、
従

来

、

対
米

、
対

欧
、

対

域
内

輸
出

に
お

い
て
好

調

だ

っ
た

こ
と

が
逆

に
大

幅

な

経
常

収
支

赤

字
と

対
外

債

務

の
増
大

を

も

た
ら
し

た
だ

け

で
な

く
、

通
貨

減
価

に
対
処

す

る
た
め

に
急
速

な
短

期

借
入

金

を
増

人

さ

せ

た
。

こ
う

し

た
悪
循

環

の
性

格

を
も

っ
た

こ
と

が
通
貨

価
値

の
要

因

と
な

っ
た
。

と
く

に
日
本

な
ど

か
ら
低

い
金
利

の
多

額

の
資

金

を

借

入

し
、

そ
れ
を

国
内

の
金
融

機

関

の
リ

ス
ク
を
考

慮

し
な

い
貸

出

に
連

動

さ

せ
た
結

果

、
不

動
産

投
資

や
輸

出

産
業

に
お
け

る
過

剰
投

資

と

な

っ
た
。

こ
の

こ
と

が
銀

行

に
お
け

る
不

良
債

権

の
増

大

と
な

り
、

銀
行

の
機

能

麻
痺

に

つ
な
が

り
、
外

国

か

ら

の
資

金
導

入

を

困

難

と

し

た

の

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

は
、

同
時

に
現
地

地

元

の
企
業

の
み
な
ら
ず

従
来

東

ア
ジ

ア
進
出

の

日

・
米

・
欧

・
華

な
ど

の
企
業

に



大
打
撃
を
与
え
た
。

東アジアの通貨 ・金融危機を考える19

三

束
ア
ジ

ア
通
貨

・
金
融
危
機

の
実
相
と
課
題

ω

わ

が
経
企

庁

の
東

ア
ジ

ア
危

機

の
受

け
止

め

方

わ

が
国

の
経

済

企

画
庁

調
査

局

は
、
東

ア
ジ

ア

の
危
機

は
な

ぜ
起

っ
た

か

と
設
問

し
、

次

の
よ

う

に
説

明

し

て
転
罷
。

と

く

に
通
貨

の
下
落

幅

の
大

き
か

っ
た
韓

国
、

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
、

タ
イ

に

つ
い

て
見

る

と

(第
3
表
)
、

ま

ず
、
経

常
収

支

赤
字

が
大

き

い
、
累

積

債
務

(証
券
投
資
と
借
入

の
累
計
、
直
接
投
資
を
含
ま
な
い
)
が
大
き

く
、
短

期
借

入

の
割

合

が
高

い
と

い
う
共

通
点

が

あ
げ

ら

れ

る

と
。

こ
の
点

は
ま

え

に
触

れ

た
通

り

で
あ

る
。

で
は

な
ぜ

大
幅

な

経
常

収

支
赤

宇

と
累

積
債

務

が
増
大

し

た

の
か
。

こ

の
点

の
分

析

は
欠

け

て
い
る
。

さ

ら

に
同

庁

調
査

局

は
為
替

レ
ー
ト
が
米

ド

ル

に
固
定

し

て
い
た

こ
と
、

国

内

の
通
貨

建

金
利

と
米
国

と

の
金

利
差

が
人

き

か

っ
た
点

を

あ
げ

て

い
る
。

問
題

は
、

こ
う
し

た
国

の
通
貨

・
金
融

シ

ス
テ

ム
を

「
近

代
化

」

し

て

い
な

か

っ
た

こ
と

に
あ

る
。

外
国

か

ら

の
短

期

借
入

資

金

が
流

入

す

る
な

か

で
、
長

期

性

の
貸

出

を
拡

大

し

て
い
た

と

い
う
金

融

政
策

が
間
違

っ
て

い
た
。
さ
ら

に
外
国

資
本

を
不
動

産
、

建

設

、
消

費

者

金
融

な

ど

の
非

生
産

部

門

に
投

入

し
、

こ
れ

ら

の
部
門

の
価
格

を

つ
り
上

げ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

↓
般
消

費
者

、

中
小

所

得

階

層

が
入

り
込

め
な

く
な

り

、

バ
ブ

ル
経

済

が
進

行

し

た
。

と

こ
ろ
が

、
銀

行

に
と

っ
て
過
剰

な
貸

出

し

は
、

ゼ

ネ

コ
ン
に
と

っ
て
も

売

れ

ず
、

借
金

が
累
積

し
、
銀

行

の
不
良

債

権

と
な

り
、
製

造

分
野

に
も
投

資

が

ゆ

き
わ

た

ら
ず
、

国

内
金

融

シ

ス
テ

ム
が
ト

分

に
機

能

し

な
く

な

っ
た
。

さ

ら

に
、
国

内

金

融

シ

ス

テ
ム
不

安
、

イ

ン

フ
レ
、

為

替

レ
ー
ト

の
不
安

定
、

と
く

に
対

ド

ル

・
レ
ー

ト
安

定
化

政
策

が
挫

折

し

た
。

自
国

の
通
貨

価

値

の
低
下

に
対

し

て
ド

ル
価
値

が
上
昇

し
、
自

国

通
貨

を
極

端

に
切

り
下

げ

ざ

る
を

え
ず
、

為
替

シ

ス
テ

ム
は
混

乱
状

態

に
な

っ
た
。
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第3表 東アジア諸国の通貨下落を取 り巻 く環境

(単位%)

通貨の 成長率

下落幅 予測

(対米 ドル)(98年)

経常収支米国 との

(対GDP比)金利差

(96年)

累積債務

(対輸出比)

(対GDP比)

直接投資 短期債務

残高(対 輸出比)

(対GDP比)(96年)

A
S
E
A

N

韓国

台湾

香港

ンガ
ー ル

イ ン ド1

ネ シ ア

▲1.0

5.0

5.8

大 ▲4,9ト

ト 十
小

㎝南
3.5

3.4

i▲40～ ▲55
×36.0ユ3

.1・

`7レ 手

▲32・4Gn

フ ィ リ

ピ ン

LL[劉 」 ・・3
(出所)

ジア開発銀行"Asian

鍾
藁
麺
胴

、」ノ
▲3.0

(95年)

▲3.5

(95庫)

23.2

20.8

10.1

16.5-15
.7

21.2

6.5

10.

221.4

56.7

15.6

IMF"lnternationalFinancialStatistics","WorldEconomicOutlook,Apri11998",ア

DevelopmentOutlook1998"世 界 銀 行"GlobalDevelopment

Finance19x8,0ECD"ExternalDebtStatistics1997",国 際 連 合"WorldInvestment

Report1997",各 国 統 計 な ど よ り作 成 。

(注)1通 貨 の 下 落 幅 は,97年6月 末 か ら98年4月 末 ま で の ド落 率(IMF方 式)。

2成 長 率 予 測 は,ヒ 段 はIMF(98年4月,た だ し タ イ は5月 イ ン ドネ シ ア は6月),r

段 はADB(98年4月)の 見 通 し に よ る 。

3米 国 と の 金 利 差 は,lMFの 統 計 に よ る 。

4累 積 債 務(96年 末 値)は,世 界 銀 行"GlobalDevelopmentFinance1998"な ど の 民

間,公 的 を 合 わ せ た 債 務 残 高 。 対 輸 出 比 率 の 輸 出 は,財 ・サ ー ビ ス輸 出(96年)。

5直 接 投 資 残 高(96年 末 値)は4受 入 額 。

6短 期 債 務(96年 末 値)は,満 期 が1年 未 満 の 債 務 で あ り,香 港,シ ン ガ ポ ー ル は オ フ

シ ョ ア 取 引 を 含 ま な い 。

韓 国,台 湾,香 港,シ ン ガ ポ ー ル は,OECD"ExternalDebtStatisticsl997",

ASEAN4,中 国 は,世 界 銀 行 ℃10balDevelopmentFinance1998"に よ る 。
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第4図 外資の流入で投資は伸 びたが投資効率は低下

(D海 外資本の流入が(2)海 外資本 の流入は投資
投資を伸ば した 効率を低下 させた

{%)

5()

投
資40
率

U
ll3U
P

些

2U

lU

一LU ,( 20

資 本流 入額(GDP比 〉

40

(%)

I
C
O
R

(%)

9

h

3

o

-1(1U 1(1 2{)

資本流入額IGDP比)

3040

(%)

投 資 率=二 〇.503*

(4.62}

R2=0.20

(資 本 流 入 額)+-28.425

(3L32)

()内 はt値 。 贋∵鐙⊥∵ 議:慧
(出 所)IMF"InternationalFinancialStatistics",BalanceofPaymentsStatistics"経 企 庁,前

掲 書63ペ ー ジ。

(注)1対 象 国 は,中 国,韓 国,シ ンガ ポ ー ル,ASEAN4

285～95年 各 年 の 各 国 の 数 値 を プ ロ ッ ト した も の 。

3資 本 流 入 額 は,直 接 投 資,証 券 投 資,そ の 他 投 資 の 対 内 投 資 額 合 計 のGDP比 。

た だ し,ASEAN4に っ い て は 証 券 役 資,そ の 他 投 資 は 対 内 投 資 と対 外 投 資 の ネ ッ ト。

41COR:限 界 資 本 生 産 比 率(lncrementalCapitalOutputRatio)

ル
価
値

の
上
昇
と

い
う
矛
盾

を
表
面
化

き

バ

ー

ツ
の
価
値

の
低

下

に
対

し

て
ド

な
く

な

っ
た
。

こ
れ

が
通
貨

投

機

を
導

の
対

ド

ル

・
レ
ー

ト
水

準

を

維
持

で
き

外
債
務

の
累
積
な
ど
を
通
じ

て
、

従
来

イ

ン

フ

レ
の
進
行

、

輸

出

の
低

下
、

対

に
国
内
経
済

の
弱
体
化
、

と
く

に
国
内

り
、

外
国
か
ら

ド
ル
が
高
金
利
を
め
ざ

(
13
)

し

て
流

入

し

た
。

と

こ
ろ
が
、

実

質
的

ル

・
バ

ー

ツ
固
定

為

替
制

度

で
あ

る
限

す

た

め

に
高

金
利

政
策

を
図

り
、
ド

と

に
よ

っ
て
、

国
内

に
資

本

を
呼

び
戻

ル

・
レ

ー

ト

の
維

持

を

図

っ
て

い

た

こ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

他
方

で
対
米

ド

来
的
に
自
国
通
貨
価
値
が
低
下
し
て
い

金

利
差

政

策

に
あ

っ
た
。

方

で
、

本

入
を
積
極
的

に
図

っ
た
の
は
、

内
外

の

も
と
も
と
東

ア
ジ

ア
諸
国
が
資
本
輸
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さ

せ

た
。

こ
の

タ
イ
、

そ
し

て
イ

ン
ド
ネ

シ

ア
、

韓

国

は
同

じ

よ
う

な
特
徴

を

も

っ
て
い
た
。

い
ず

れ

の
国

に
お

い

て
も

、
固

定
的

な
為

替
制

度

(
タ
イ
の
場
合
、
米
国
ド
ル
中
心

の
通
貨
バ
ス
ケ

ッ
ト
方
式
)
か

ら
離
脱

し
、
変
動

相
場

制

に
移

行

し
、
通
貨

の
急
落

を
抑

制

す

る
と
同

時

に
過
剰

な
資

本

の
流

入

も
抑

制

す

る

こ
と

に
あ

ろ

う
。

前

に
触

れ

た
東
南

ア
ジ

ア
の
タ

イ
、

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど

は
、

ど

う

し

て
固
定

為
替

制

度

を
採

用

し

た

の
か
。

こ
の
理
由

に
は

「
固

定

(
14

)

レ
ー

ト
制

は
海

外

か

ら

の
資
本

流

入

を
増

大

さ

せ
、
海

外
資

本

の
流

入

が
投

資

を
増

大

さ

せ

る
関
係

が
あ

る

(第
4
図
)
。
」
し
か

し
、
現

実

的

に
、

ま

た
経

験

的

に
海

外
資

本

の
流
入

は
、
投

資
効

率

を
低
下

さ

せ
る

と

い
う
関

係
を

示

し

た

こ
と
も

あ

る
。

こ
れ

に
は
、
受

け

入

れ

側

の
効
率

的

投
資

を
選
択

し
な

か

っ
た

こ
と

に
よ

る
と
考

え

ら
れ

る
。

タ

イ

・
イ

ン
ド
ネ

シ

ア
な
ど

が

固
定
為

替

レ
ー

ト
に
固
執

し
た

理
由

は
、

低

い
金

利

の
ド

ル
資

金

を

調
達

し
、

同
時

に
そ

れ
を
利

用

し

た
企

業

、
投

資
家

、
銀

行
家

が
多

か

っ
た

か

ら

で
あ

る
。
と

こ
ろ
が
現

実

的

に

こ
う

し
た
企

業

は
、
n
国

の
為

替

レ
ー

ト
が
下
落

す

る
と
、

多
額

の
為

替
差

損

を
負

い
、
経

営

維
持

を

困
難

に
す

る
。

し

た

が

っ
て
そ

の
国

の
政
府

が

固
定

レ
ー
ト
制

に
固
執

す

れ
ば

す

る

ほ
ど
、

い

ざ

固
定

レ
ー

ト
制

か

ら
離

脱

す

る
と

き

の
為
替

変

動
幅

は
大

き

く
な

る
。

も

と
も

と
為

替

レ
ー
ト

の
固

定
制

を
進

言

し

た

の
は
、

I

M
F

で
あ

り
、

世
界

銀

行

で
は
な

か

っ
た
か
。

I
M

F

の
固
定

相

場
制

誘

導
策

は
、

ド

ル
ベ

ッ
グ
制

を

強
制

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

タ
イ
も

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
も
、

固

定
相

場

を
維

持

で
き
な

く

な

っ
た

の

で
あ

る
。

こ

の
点

I
M

F

は
猛

省

す

べ
き

で
は
な

か

っ
た
か
。

②

I
M
F
の
本
質
と
東

ア
ジ

ア
経
済

の

「
発
展
」

I
M
F
は

一
方

で
、
途
上
国

の
開
発

に
あ
た

っ
て
、
「
効
果
的
」
役
割
を
担

っ
た
が
、
他
方

で
、
多
く

の
欠
陥
を
も

っ
て
い
た
。

こ
の
点

を
検
討

し
て
み
よ
う
。

世
界
銀
行
が
復
興
と
開
発
を
目
的
と
す

る
長
期
資
金

の
供
与
機
関

で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
被
資
金
援
助
国

の
自
吃
を
前
提
と
す
る
貸
付
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機
関

で
あ

っ
た

の
に
対
し

て
I
M
F
は
、
当
初
固
定
相
場
制

の
確
立

に
よ

っ
て
国
際
通
貨
体
制

の

「
安
定
化
」
を
図
る

こ
と

に
あ

っ
た
。

I
M
F
は
加
盟
国

に
固
定
相
場
維
持

に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け

て
き
た
し
、
も
ち
ろ
ん
貸
し
付

け
に
当

っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を

つ
け
る
こ
と

に
よ

っ
て
国
際
収
支

の

「
均
衡
化
」
を
促
し

て
き
た
。
世
界
経
済

が
全
体
と
し
て

「
成
長
」
し

て
い
る
間

は
、
か
な
り
機
能

し

て
い
た
。
従
来

I
M
F
と
加
盟
国

と
の
関
係
を
規
定
す

る
基
本
的
尺
度

は
出
資
割
当
額

で
あ

っ
た
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

ア

メ
リ
カ
の
財
務
官

と
当
時

の
西

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国

の

エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
が
決

め
た
も

の
で
、

そ
の
国

の
出
資
額
、
借
入
額
、
投
票
権
な
ど
は

割
当
額

に
対
す

る

一
定
比
率

で
決

め
る
と

い
う
も
の
だ
。
そ

の
割
当
額
は
、
被
供
与
国

の
経
済
条
件

に
よ

っ
て
改
訂

さ
れ
る
。
各
加
盟
国

は
割
当
額

の
四
分

の

一
を
金

で
、
残

り
の
四
分

の
三
を
自
由
通
貨
を
対
価
と
し

て
I
M
F
か
ら
必
要
な
外
貨
を
購
入
す

る
と
い
う
形

で
借

入
を
行

っ
た
。

だ
が
、
加
盟
国

の
そ
れ
ぞ
れ

の
国
際
収
支

の
不
安
定
や
巾
進
国

の
低
成
長
、
途
上
国

の
絶
対
的
資
金
不
足

な
ど
現
実

に
対

応

で
き
な
く
な

っ
た
。

一
九
七

一
年
八
月

に
米
国

の

ニ
ク

ソ
ン
大
統
領
は
米
国

の
国
際
収
支

の
赤
字

、
ド
ル
不
足
、
自
国
産
業

の
競
争
力

の
低
下
な
ど
に
直
面

し
、
金
と

ド
ル
の
交
換
停
止
宣
言
を
し
た
だ
け

で
な
く
、
固
定
為
替
相
場
制
か
ら
変
動
相
場
制

に
移
行
す
る
経
済
政
策
を
採
用
し
た
。

一

九
七
八
年
四
月

に
は
、
国
際
的

に
は
、
変
動
相
場
制

を
合
法
化
し
、
制
度

の
中
心
か
ら
金
を
取
り
除
き
、
自
由
化

し
た
。

変
動
相
場
制
以
降
も
米
欧
中
心

の
国
際
通
貨

・
金
融
体
制

で
あ
り
、
変
動
相
場
制
移
行
以
後
、
世
界
経
済

は
順
調

に
推
移
し
、
赤
字
国

の
各
国

の
資
金
需
要

は
大
き
く
、
途
ヒ
国
は

一
貫
し

て
I
M
F

へ
の
資
金
需
要
を
望
ん
だ
。

一
方
先
進
国
は
、
必
要
な
資
金
を

ス
ワ

ッ
プ

協
定

(先
進
国
の
中
央
銀
行
間
で
、
自
国
通
貨
を
相
互
に
預
け
合
う
協
定
)
や
国
際
金
融
市
場
か
ら
の
借
入
金

で
対
応
し
た
。
し
た
が

っ
て
I
M

F
は
、
途
上
国
向

け
の
特
別
融
資
制
度
や
低
所
得
国

に
対
す

る
資
金
援
助
を
条
件
付
き

で
実
施
す

る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
場
合

も
、

I
M
F
官
僚
支
配
的
介

入
は
、
被
援
助
国

の
経
済
民
セ
t
義
的
自
凱
を
図
ら
ず

に
ヒ
か
ら

の
強
制

と
囲

い
込

み
援
助
方
式
と

い
わ
れ
、
た

び
た
び
問
題

に
な

っ
た
。
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I

M
F

が
途
上

国

に
対

し

て
発
、.日
力

を
高

め

た

の
は
、

八
七

年
レ

、
一月
、
新

た

に
拡

大
構

造

調
整

融

資

(.
語
ゴ
帥
騨
。.
α
。。
〉
司
ー
、
一.=
。
一¢
.鋤
一

巴

言
。。
§

Φ
艮

富
。
一一一¢
)
政

策

で
あ

っ
た
。

そ

れ

は
第

一
に
財

源

が

I

M

F
保
有

金

の
売

却

利
益

で
あ

り
、
第

二

に
借

入
有

資
格

国

は
最

貧

国

に
限

ら

れ

て
お

り
、

第

三

に
貸

出
条

件

は
著

し
く
譲

歩

的

で
あ

り
、

第

四

に
、

相
手

国

に
対

す

る
介

入

と
も

い
わ
れ

る
政
策

枠
組

書

を

導

入

さ

れ
、

I

M
F

と
世
銀

と

の
協
力

が
不

可
欠

の
も

の
と

い
う
考

え

に
立

っ
て

い
る
。

し

た

が

っ
て
途
上

国

に
対

し

て

の
枠

組

が
、

現

地

の
下

か

ら

の
民

主
的

経

済

改
革

と
ど

の
よ
う

に
結

び

つ
い
て
実

行

さ
れ

て
い
る
か

を

た

え
ず
検

証

す

る
必
要

が

あ

る
。

そ

の
後

、

I
M

F

は
、

当

時

の
保

有

金

の
三

分

の

一
に
相

当

す

る
五

〇

〇
〇

万

オ

ン
ス

の
金

を
売

却

と
返
却

に

よ

っ
て
処

分
す

る
仕
事

を

し
、

そ

の
信

託
基

金

を

一
人

当

り
所

得
水

準

が

一
定

以
下

の
途
上

国

に
対

し
、
期

間

一
〇
年

、
利

息

.
一分

の

一
%
、

最
初

の
五
年

半

は

据

置

な

ど

の
条
件

で
貸

付

け

た
点

は
、

画

期
的

な
改
革

と

い
わ
れ

た
。

だ

が
問
題

は
、

開
発

独

裁
国

に
貸
付

け

に
あ
た

っ
て
、

よ
り

ふ

み

込

ん
だ

民
主

的
改

革

を
条

件

に
す

べ
き

だ

っ
た
。

こ
の

こ
と

は
イ

ン
ド
ネ

シ

ア
、

タ
イ
、

韓

国

な
ど

の
通
貨

危

機

を
契
機

と
し

た
経

済

混

乱

に
対

し

て
、

画

一
的

条
件

で
の
再

建

を

め
ざ

し

て
資
金

援

助

を
行

っ
た
が
、

う

ま
く

い
か

な

か

っ
た
。

I

M
F

の
援

助
資
金

の
中
味

は

果

た

し

て
現
地

の
歴

史

的
、

構

造
的

諸

条
件

を
配

慮

し

た
も

の
で
あ

っ
た

の
か

、

さ
ら

に
客

観
的

に
自
立

を
目

指

し

た
も

の

で
あ

っ
た

の

か
、

や

は

り
疑

問

に
思

う
。

と

こ

ろ
で
問
題

を
進

め

よ

う
。

タ
イ
、

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
な

ど

が
変

動

相
場
制

へ
漸
次

移

行

し

つ

つ
、

I

M

F

の

「
条
件

」
を

半
ば

受

け

入

れ

つ

つ
再

建

を
図

っ
て

い
る
中

で
、

九
八

年

九
月

三

日
、

国
内

の
通

貨

不
安

を
鎮
静

す

る

た
め

に
と

い
う
理
由

か

ら

マ
レ
ー

シ
ア
中

央

銀
行

は
前

に
触

れ

た

よ
う

に

マ
レ
ー

シ

ア
ド

ル

の
為

替

レ
ー

ト
を
同

日

か
ら

一
ド

ル
⊥

二

.
八

〇

マ
レ
ー

シ

ア
ド

ル
に
固
定

す

る
と
発

表

し

た
。

東

ア
ジ

ア
の
通
貨

・
経

済

危
機

の
中

で
、

実
質

固
定

制

を
放

棄

す

る
国

が
相
次

ぐ

な
か

で
、

変
動

相
場

制

か

ら
逆

に
固
定

相
場

制

に
移

行

し

た

の
は

ア
ジ

ア

で
初

の
ケ

ー

ス
で
あ

る
。

た

し
か

に

こ
の
方

式

は
、
当

面
、

国
内

で

の
通
貨

下
落

不
安

を

解
消

し
、

株

価
上
昇

を
も



た
ら

す

と

い
わ

れ
る

が
、

海

外

か
ら

の
資
金

流

入

が
減

少

し
、

経
済

縮

小

に
連

動

す

る
と

い
わ
れ

て
い
る
。

マ
レ
ー

シ

ア
に
お
け

る
九

六

年

の

ヘ

ッ
ジ

フ

ァ
ン
ド

は

一
五
〇

〇
億

ド

ル
か

ら
、

九

八
年

に
二
年

間

に
四
〇

〇

〇
億

ド

ル
に
拡

大

し

た
。

こ
れ

は
同

国

の
G
D

P

の
四

倍

に
当

る
。

だ

が
、

こ

の
度

の
国

定

レ
i

ト
を
選

択

し

た
限

り
、
短

期

資

金

の
流
出

入

は
減
少

し
、

市
場

縮
少

を
招

く

と

い
わ
れ

た
が
、

現

在

、
安

定

的

に
推

移

し

て
い
る
。

し

た

が

っ
て
、

東

ア
ジ

ア
、

と

く

に
タ

イ
、

韓

国
、

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
な
ど

を

み
る
限

り
自
前

に
よ

る
自
立

と
連

帯

の
経

済
改
革

を

進

め

な

い
限

り
前

進

を

み
る

こ
と

が

で
き

な

い

で
あ

ろ

う
。

ま

た

マ

レ
ー

シ

ア

の
よ

う

に
政

治

的

不
安
定

の
中

で
緊
縮

政

策

を
持

続

す

れ
ば

、

対

外

経

済
関

係

か

ら
孤
立

し
か

ね

な

い
。

こ
の
点

政

府

は
、
下

か
ら

の
市

民

、
労

働
者

、

経
営

者

、
技

術
者

な

ど

の

ニ
ー
ズ

に
対
応

し

た

自

立

経

済

の
方

向
を

示

す

べ
き

で
あ

ろ
う
。
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⑧

I
M
F
の
東

ア
ジ

ア
経
済
援
助
政
策

の
実
相

と
く
に
タ
イ
と
韓
国
の
場
合

I
M
F
は
、
東

ア
ジ

ア
の
通
貨

・
金
融
危
機
が
従
来

の
高
成
長
を
切
断
し
、
米
、
欧
、

日

の
民
間
投
資
を
鈍
化

さ
せ
た
だ
け

で
な
く
、

現
地

の
先
進
国

の
多
国
籍
企
業

お
よ
び
地
域
中
小
企
業

の
多
く

の
生
産
拠
点
を
縮
小

し
、
生
産

の
減
少
、
操
業
停
止
、
解
雇
な
ど
を
も
た

ら
し
た
事
態

に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
ら
よ

い
か
を
問
わ
れ

て
い
る
。

例
え
ば
タ
イ

で
は
、
八
〇
年
代
後
半

以
降
九
〇
年
代
前
半
頃
ま

で
、
九
%

の
高
成
長
を
維
持
し

て
き
た
。
と

こ
ろ
が
九
六
年

に
は
G
D

P
の
成
長
率

は
五

・
五
%
に
減
少

し
た
。
と
く

に
経
常
収
支

の
赤
字

は
三
〇
億
ド

ル
台
か
ら

一
四
〇
億

ド
ル
を
記
録
し
、
九
七
年

は
、
G

D
P
は
対
前
年
度
比
○

・
四
%
に
低
下
し
た
。
製
造
業
生
産
も
、

マ
イ
ナ

ス
○

・
四
%

で
あ
る
。
失
業
率

は
九
〇
年

か
ら
九
六
年
ま

で

三

・
○
%
、
九
五
年

一
・
七
%
、
九
六
年

一
・
五
%
と
低
下
傾
向

に
あ

っ
た
が
、
九
七
年

三

・
五
%
、
九
八
年

の
政
府
見
通
し
は
五

.
六
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「
98年 見通 し

政府ADB

4▲4～ ▲5.5:▲3.0

0 一 一

8 一一

411 一一 一

61110.5 15.0

55.6 一一一

185.0 45.9

)II(s.9> (3.4)

911一
一一

)(▲3.0) (一)

of 31.41
}一 一一 i

第4表 タイの主要経済指標

97年

▲0。

▲9.

5

moo.

5

3

×30.

95年 96年

8.85.5

8.3:6.2

12.42.0

12.07.5

5.8;5.9

1.71.5

×135.5'X143.5

(

45.2.41.2

33.633.7

80年 代 鍛 年代
(80～

89年)

目ll半

(90^-

94年)

7。29.0

5.58.6

7.813.3

S.0'10.2

5.74.8

2.73.0

▲16.4▲73.3

前年比%

同上

同上

同上

同上

%

億 ドル

%

実 質GDP

個 人 消 費

民 間 投 資

製 造 業 生 産

消 費 者 物 価

失 業 率

経 常 収 支

(GDP比)

財 政 収 支

(GDP比)

貯 蓄 率

億 ドル

i

同上涯
(▲3.9)(▲6.7)

X9.133.8

▲3.O)(3,2)

27.235.2

(▲8.1)(▲7.9)(▲2.0)

X9.9

(2.9)(2.3)(▲0.6)

31.0

(注)198年 見 通 し は,政 府 見 通 し(98年5月)及 びADB

4月)に よ る。

2財 政 収 支 は 年 度(10～9月)ベ ー ス。

3貯 蓄 率 は,国 内 総 貯 蓄…のGDP比 。

(出 所)経 企 庁 調 査 部 「ア ジ ア 経 済 ・1998」,179ペ ー ジ。

i

i

(s.9>

(▲3.0)

(3、

/

31

(ア ジア開発銀行)見 通 し(98

%

と
増

人
傾

向

に
あ

る
。
九

八
年

に
入

り
、
不

況

は
深
刻

に
な

り
、

失
業

者
数

は

.
一〇
〇

万
人

に
達

し

た
と

い
わ
れ

て

い
る
。
消

費
者

物
価

上

昇
率

は
九
〇

年
代

前
半

の
平
均

は

四

・
八
%

、

そ

し

て
九

六

年

の
五

・
九

%

に
L

昇

し
、

九

七

年

五

・
六

%

へ
と

低

下

し

た
。

九
七

年

八
月

に
付
加

価
値

税

が
七

%

か
ら

一
〇

%

へ
と

引
き

上

げ

ら

れ

た

の

で
、

九
八

年

に
は
、

一
〇

・
五

%

に
上

界
す

る
と

(
15

)

い
わ
れ

て

い
る

(第

4
表
)
。

な
お

こ

こ
で
個

別

企
業

の

レ
ポ

ー
ト
を

み

る
と
、

タ

イ

の
自

動

車

市

場

は
、

一
九

九

〇
年

の
三
卜

万
台

か

ら
九
六

年

に
は

11
卜

九

、力

台

に

ま

で
急

成

長

し

た
。

し

か

し

「
九

七

年

の

タ

イ

通

貨

・

バ
ー

ツ
急

落

に
端

を

発

し
た
景

気

後
退

で
、

耐
久

消

費
財

の
需

要

は

し
ぼ

ん
だ

。
金

融

引
き
締

め

で
、

フ

ィ
ナ

ン
ス
会
社

が
自
動

肛

ロ
!

ン
の
貸

付
枠

を

絞

り
込

ん
だ

こ
と
も
響

い
た
。

九
七

年

の
販

売

台

数

は
三

卜
六

万

台

に
急

落

、

九
八

年

は
ト

五
.力

台

も
難

し

い

(
16

)

と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
」
そ
の
他
現
地

の
企
業

の
生
産
低
下
、
企
業

の
倒
産
、
失
業
者

の
増
大
、
生
活
苦

の
増
大
な
ど
深
刻

で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
態

に
政
府
は
ど

の
よ
う

に
政
策
的

に
対
応
す

る
か
が

問
わ
れ

て
い
る
。
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タ

イ
政

府

は
、

一
九
九

七

年
七

月

の
経

済
危

機

に
当

っ
て
、

I
M

F

や

目
本

な

ど

か

ら
総
額

一
七

.
一億

ド

ル
の
支
援

を
受

け
入

れ

て
以

来

、
財

政
均

衡
、
金

融

改
革

な

ど

に
取

り
組

ん

で

い
る
が
明

る

い
見

透

し

が
た

た

な

い
。
当

時

(九
七
年
八
月
)
の
I

M

F
と

タ

イ
政

府

と

の
融

資
条

件

は
、

マ
ク

ロ
経

済
指

標

目
標

と
し

て
九

七

・
九

八
年

の
経

済

成
長

率

三

四
%

で
あ

っ
た
が
、

見
直

し
後

は
、

現
実

に
厳

し

い
予

測

で

マ
イ

ナ

ス
四
%
か

ら

マ
イ

ナ

ス
五

・
五

%
と
変

更

(九
八
年
)
し
た
。
経
常

収

支
赤

字

の
改

善

は
九

七
年

五

%

(G
D
P
比
)
、
九

八
年

三

%
以

内

と
低

く

見
積

っ
た
が

、
九

八

年

六

・
九

%

と
高

い
予

測

を

し
た
。

財

政
面

で
は
、
付

加

価

値
税

七

%
か

ら

一
〇

%

へ
引

き

上

げ

、

電
力

と
水

道

料
金

な

ど

の
引

き
上

げ

を
合

意

条
件

と

し

て

い
る
が
、

九

八
年

八
月

現

在
、

国
民

か

ら

の
批
判

は
厳

し

い
。

九

八
年

の
G

D
P
も

。
一%
台

に
ド

が

り
、
厳

し

い
状

況

に
あ

る
。

韓

国

に

つ
い

て
み

る
と

(第
5
表
)
、

G

D

P
成
長

率

は
、

九

六
年

に
七

・
一
%

へ
と
鈍

化

し

た
あ

と
、

九

七
年

に
は
五

.
五

%

へ
と
減

速

し

た
。
九

七
年

の
動
勢

を

み

る
と
、
輸

出

の
伸

び

も

な
く

、
設

備
投

資

の
鈍

化

、
鉱

⊥
業

生

産

も
九

六
年

の
八

.
四
%

か

ら
九

七
年

六

.

九

%

へ
低
下

し

た
。

経

常
収

支

は
、

九

六
年

マ
イ

ナ

ス
、
一三

〇

・
六
億

ド

ル
に
低
下

し
た

の
に
し

て
九
七

年

は

マ
イ

ナ

ス
八

八

.
四
億

ド

ル
と

回
復

し

た
が
、

そ

の
あ

と

の
見

通

し

は
厳

し

い
。
消

費

者

物

価

は
、

九
六

年

四

・
九

%
か

ら
九

七
年

四

・
五

%

へ
と
低

下

し

た
が
、

九

八
年

政
府

見

通

し

は
九

%

の
上
昇

率

で
あ

る
。

失
業

率

、
失

業
者

数

と

も
、

不
況

の
影
響

で
、

九

七
年

平

均

二

.
六

%

で
あ

っ
た
が
、

九

七
年

一
月

か

ら
三
月

期

を

み

る
と

三

・
一
%

の
高

い
水

準

に
な

っ
た
。

賃
金

ヒ
昇

率

も
九

六

年

一
二

・
二
%

の
あ

と
、
九

七

年

五

.

.
一

(
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)

%

に
低
下

し

た
。

九

八
年

四
月

に
は
失

業

率

が
六

・
七
%

と

過
去

最
高

を

記
録

し
た
。

さ
ら

に
金
融

に

つ
い

て
み

る
と
、

九
六

年

か

ら

の

景

気
後

退

を
背

景

に
、
九

七
年

に
入

っ
て
財

閥

の
破

綻

が
相

次

ぎ
信

用
不

安

が
高

ま

っ
た

こ
と
か

ら

プ

ラ

イ

ム

レ
ー
ト
は
、
九

六

年
末

の

二

・

一
%

か

ら
九

七
年

末

に
は

一
丘

・
三
%

ま

て
上
昇

し

た
。

マ
ネ

ー
サ
プ

ラ
イ
増
加
率

は
、
九

六

年

一
六

.
二
%

か

ら

一
九

.
三
%

と
な

っ
た
。

貿

易
収

支

を

み

る
と

、
九

六
年

の

.
一〇
〇

億

ド

ル
以
上

の
赤
字

を

み

せ

た
。
九

七

年

に
入

り
、

韓
宝

、

三
美

、
真

露
、

起

亜

な

ど
財

閥
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第5表 韓国の主要経済指標

80年 代

X80-一 一

90年 代

前 半 97年

98年 見通 し

89年)
95年(90～

94年)

96年

政府 ADB

実 質GDP 前年比% 8.0 7.68.9 7.1 5.5 1.0 ▲1.0

民 間 消 費 同上 s.9 s.08.6 6.9 3.1 ～ 一 　

総固定資本形成 同上 s.s 10,911.7 7.1 f3.5 一 一 一

鉱Z.業 生 産 同上 12.2 7.9'11.9 8.4 6.9 } 『

消 費 者 物 価 同上 8.1 7.0'4.5 4.9 4.5 9.0 9.8

失 業 率 % 3.8 2.5'2.Q zo 2.6 一一 一

経 常 収 支 億 ドル f17.2 f39.1'f82.5 f20.6 ▲88.4 30^-50 211.4

(GDP比) % (▲0.5) (▲1.3)(▲1.8) (1ｺ4.S) (2.0) C (6.9)

財 政 収 支 億 ドル 5.9 0.6122.2 1.3 皿 用一

(GDP比) % (0.2) (▲1.2)(0.5) {o.o) (▲0.0) C C

貯 蓄 率 同上 30.fi 35.5'36.8 35.2 34.5 一 34.9

98年 見通 しは、 政府 見通 し(98年2月)及 びADB(ア ジア開発銀行)見 通 し(98年4月)に よ

る。

(注)1消 費者物価の97年 政府見通 しは、年末対比L昇 率。

2財 政収支 は、中央政府統 合ベ ース。

3貯 蓄率 は、国内総貯蓄のGDP比 。

(出所)経 企庁調査部 前掲書,118ペ ージ。

グ

ル
ー
プ
の
経
営

の
破
綻
が
相
次
ぎ
、
主
力
金
融
機
関
を
動

揺

さ
せ
た
。

輸
出

は
九
七
年
初
頭

は
、

労
働
法
改
正

に
伴

う
ス
ト
の
イ

ン
パ
ク
ト
か
ら
伸
び
率

は

マ
イ
ナ
ス
で
あ

っ
た
が
、
石
油
化

学
な
ど

の
回
復

に
よ
り
下
半
期

に
は
二
桁
台

の
伸
び
と
な
り

九
七
年
通
年

で
も
五

・
三
〇
%
増
と
な

っ
た
。

輸
入

は
減
速

し
、
九
七
年

に
入

っ
て
も
大
幅

マ
イ
ナ
ス
で
あ

っ
た
。

韓
国
ウ

ォ
ン
の
価
値
も
低
下
し
、
九
七
年

一
一
月

に
は

一

ド
ル
ー
九
〇
〇

ウ

ォ
ン
か
ら
二
〇
〇
〇

ウ

ォ
ン
近
く
ま

で
下

げ

た
。
同
年

=

月
、
韓
国

の
実
質
外
貨
保
有
高

は
七
.
一
・

六
億

ド
ル
ま

で
落
ち
込
み
、

一
五
〇
〇
億

ド
ル
以
上

の
対
外

債
務
残
高
と
な

っ
た
。
政
府

は
I
M
F
に
対
し
緊
急
資
金
援

助
を
要
請
し
た
。
そ

の
結
果
、
I
M
F
、
世
界
銀
行
、
お
よ
び

先
進
国
か
ら
合
計
五
七
〇
億

ド

ル
の
融
資
を
条
件

に
I
M
F

の
管

理
下

で
の
経
済
再
建

を
選
択

せ
ざ

る
を

え
な
く
な

っ

た
。

と
く

に
I
M
F
と

の
融
資
合
意
条
件

を
み
る
と
九
七
年

八
月
、
成
長
率
を
三
%

に
抑
制
、
物
価
上
昇
率
を
五
%

に
抑

制
、
財
政

の
均
衡
、
金
融
改
革
、
外
資

の
導
入
、
財
閥

の
改
革
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な
ど
を
要
請
さ
れ
た
。
財
閥

の
改
革

に
あ
た

っ
て
は
、
連
結
財
務
諸
表

の
公
表
を
義
務
づ
け
、
経
営

の
透
明
性

の
向
上
、
系
列
企
業
間

の

相
互
債
務
保
証

の
解
消
な
ど
を
義
務
づ

け
て
い
る
。

I
M
F

の

「
改
革
」

は
六
か
月
後

に
具
体
化
し

た
。
九
八
年
六
月
末

に
は
、
実
質
外
貨
保
有
高

は
、
三
九
〇
億

ド
ル
に
回
復
し
、
外
貨

危
機

の
最
悪

の
状
態
を
脱
し
た
。
だ
が
、
金
融
引
き
締

め
政
策

は
、
国
民

に
と

っ
て
厳
し
く
反
映
し
た
。

当
初

の
二
〇
%
弱

の
超
高
金
利
政
策

に
よ

っ
て
経
営
不
振

の
企
業

は
、
利
払

い
の
増
加
や
調
達
不
能

で
追

い

つ
め
ら
れ
た
。
韓
国
銀
行

に
よ

る
と
、
当
座
預
金

の
取
引
停
止
件
数

は
、
九
七
年

一
〇
月

の

一
四
三
五
件
か
ら
九
八
年

二
月
ま
で
に
三
三
〇
〇
件
台

の
高
水
準

で
推

移
し
た
。

さ
ら

に
九
八
年
六
月

に
は
、
同
年
二
月

に
誕
生
し
た
金
大
巾
大
統
領
政
権

は
、
銀
行
五
行
と
財
閥
系

の
企
業
を
含
む
五
五
社

に

対
し

て
強
制
整
理
す
る
と
発
表

し
、
市
場

の
ル
ー

ル
を
超
越
し

て
企
業

・
金
融
機
関

の
構
造
改
革
を
実
行
し
た
。

一
方

で
失
業
者

の
増
大
、
従
業
員

の
賃
金
低
下

に
基
づ
く
消
費
需
要

の
低
下
を
も
た
ら
し
た
。
と
く

に
大
企
業

に
働

く
労
働
者

の
合
理

化

・
首
切

り
は
、
消
費

の
停
滞

を
も
た
ら
し
た
。

(
18
)

I

M
F

の
改
革

で
目
立

っ
た

こ
と

は
、
財
閥

の
改
革

で
あ

っ
た
。

一
九
七
〇
年
代

か
ら
九
七
年
ま

で
続

い
た
財
閥

は
、
特
定
財
閥
内

の

脆
弱
な
財
務
体
質

で
、
通
貨

・
金
融
危
機

に
直
面
す

る
と
破
綻
す

る
と

い
う
性
格
を
も

っ
て
い
た
。
九
七
年
以
降
、
国
民

は
財
閥

の
あ

り

方

に
批
判
を
も

っ
て
い
た
。
銀
行

へ
の
不
信
が
お

こ
る
と
、
財
閥
全
体

が
過
大
な
借
入
金
を
か
か
え
、
返
済
を
迫
ら
れ
る
と
連
鎖
的
破
綻

を
も

た
ら
し
た
。

政
府

は
、
財
閥

の
経
営
破
綻
を
抑
止

す
る
た
め
に
、
整
理
雇
用
法
案

を
成
塑
さ
せ
、
人
件
費
、
物
流
費
な
ど

の
節
約
、
新
規
投
資

の
抑

制
、

不
採
算
部
門

の
整

理
な
ど

の
改
革
を
進
め

た
。

韓
国

の
市
場
経
済

が
着
実

に
定
着
す

る

に
は
、
経
済
体
質
を
実
態
経
済

に
基
づ

い

て
、
雇
用
と
環
境
を
重
要
視
し
た
政
策

を
優
先

さ
せ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

I
M
F
の
条
件
を
、
自
立
的
、
連
帯
的

に
克
服
す
る

こ
と

に
あ

ろ
う
。
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第6表 イン ドネシアの主要経済指標

98年 見通 し

麟 踏1嚇96年 97年1

政府ADB

実 質GDP 前年比% 5.76.9'8.2 8.0 4.6 14.OX3.0

民 間 消 費 同上 5.16,312.6 9.1 『 }一

固定資本形成 同上 7.09,114.0 14.8 　 }　

製 造 業 生 産 同上 10.3・12.911.0 6.5 一 一一 一

消 費 者 物 価 同上 9.68.69.5 7.9 6.6 X17.0'20.0

失 業 率 % 2.4'3.0'7.2 　一 皿 　 }m

経 常 収 支 億 ドル X21.5:X29.9×64.3 ▲76.6 X57.1 一'
,.ｺ16.0

(GDP比) % (▲2.4)(▲2,3)(▲3.2) (▲3.4) (▲2.7) (一)(▲1.6)

財 政 収 支 億 ドル f15.112.01.7 3.5 X4.3 }一

(GDP比) % (▲1.8)(0.2)(0.1) {0.2) (▲0.2) C-)(一)

貯 蓄 率 同上 30.9:34.330.6 30.2 31.0 1十

(出所)98年 見通 しは、 政府 見通 し(98年4月)及 びADB

月)に よ る。経企庁,前 掲 書,167べ 一ジ。

(注)1イ ン ドネ シア政府見通 しは、年度 ベー ス。

2財 政収 支は、年度 ベース。

3貯 蓄率 は、国民総貯蓄のGDP比 。

(ア ジア開発銀行)見 通 し(98年4

四

一
九
九

八

・
五

・
一
=

イ
ン
ド
ネ

シ

ア

「
開
発
型
独
裁
体
制
」
の
崩
壊
と
I

M
F
型
統
治
政
策

の
矛
盾

ω

ス
ハ
ル
ト
体
制
の
崩
壊

一
九
九
七
年
か

ら
九
八
年
全
般

に
か
け

て
東

ア
ジ

ア
は
、
通

貨

・
金
融
危
機

に
直
面
し
、
経
済

の
構
造
改
革

に
迫
ら
れ
た
。
た

ん
な
る
経
済
改
革
-だ

け

で
は
な
く
政
治
改
革
も
迫
ら
れ

た
。
と

く
に
東

ア
ジ

ア
の
諸
国

は
、
中
国
を
除

い
て
、
そ
の
政
治
的
特
質

上

の
違

い
を
み
せ

て
い
る
も

の
の
、
開
発
型
独
裁
体
制
を
強

い

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
近
代
的
民
セ
主
義
的
選
挙
を
通
じ

て
議
会

に
代
表
を
送

り
、
民
主
主
義
的
多
数
決
を
通
じ

て
政
権
を
掌
握

し
、
国
民
的

二
i
ズ

に
基
づ

い
て
経
済
政
策

や
そ
の
他

の
課
題

を
解
決

し

て
い
く
と
い
う
方
法

で
は
な
く

「
形
式
的
な
民
主
セ

義
制
度
」
を
利
用
し
、
実
質
的
な
軍
事
独
裁
を
通
じ
て
、
上
か
ら

の
開
発
政
策
を
実
行
し
、
軍
産
体
制

を
確
立
し

て
い
た
。
イ

ン
ド

ネ

シ
ア
は
そ
の
典
型
的
な
形
態

で
あ

っ
た
。
同
国

は
、
人

口

一
億

九
千
万
人

(日
本
の

一
・
五
倍
)
を
有
し
、
実
質
G
D
P
は
九
〇
年
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代

前
半

平
均

六

・
九

%

、
九

五
年

八

・
、
一%
、
九

六
年

八

・
○

%

で
あ

っ
た

が
、

九
七

年

は

四

・
七

%

に
低

下

し

た
。

消
費

者

物
価

は
、

九

〇
年

代
前

半

平
均

八

・
六

%
、

九

五
年

九

・
五

%

と
高

く
、

九

六
年

に
七

・
九

%

に
下

が

り
、

九

七
年

に
六

・
七

%

に
下

が

っ
た
。
失

業
率

は
九
〇

年
代

前

半

平
均

三

・
○

%
、
九

五
年

七

・
二
%

と
高

く

な

っ
た

(第

6
表
)。
九

八
年

の
失
業

率

は

.
一〇

%

に
達

し

た

(I
L
O

調
査
)
。
イ

ン
ド
ネ

シ

ア
の
市

民

は
、
経

済

危
機

と

い
う

よ
り
も

人

間
生

活

の
危
…機

に
直

面
し
、

一
九
六

五
年

以
来
九

八
年

11

月

.
一卜

日
ま

で
実

質
的

独

裁
者

で
あ

っ
た

ス

ハ
ル
ト
大

統
領

打

倒

に
走

っ
た

の
で
あ

る
。

ス

ハ
ル
ト
政
権

は
、

実
質

三
卜

三
年
余

り
権
力

を

掌
握

し
、

下

か
ら

の
民

セ
化

を

求

め

る
声

を

強
権

を

た

て

に
無
視

し

つ
づ

け

て
き

た
。

と

く

に

ス

ハ
ル
ト
体

制
崩

壊

の
契
機

は
通
貨

・
金

融
危

機

に

直

面

し
、
適

格

な
対

応

を
示

せ
ず
、
大

統
領

親

族

の
ビ
ジ

ネ

ス
利
権

、
「経

済
発

展

に
伴

う
極
端

な
所

得

格
差

の
拡

大

、
反
対

派
勢

力

に
対

(
19

)

す
る
弾
圧
な
ど
民
衆

の
不
満

の
爆
発

に
対
応

で
き
な
か

っ
た
」
点

に
あ

る
。

国
民
は
、
長

い
間

ス
ハ
ル
ト
体
制

に
反
発
を
も

っ
て
い
た
。

こ
の
体
制

は
、
従
来

の
政
治
権
力
と
財
界
と

の
融
着
関
係

の
中

で
実
現
し

て
き
た

ア
ジ

ア
型
経
済
成
長

の
脆
弱
牲

と
発
展

の
限
界
を
露
[K
し
た
。
多
く
の
民
衆

は
、
開
発
型
独
裁

の
ひ
ず
み
を
取
り
除
き
、
国
民

の

二
ー
ズ

に
基
づ
い
た
自
塑
経
済

の
確
立

と
市
場

の
安
定
を
目
指
す
政
権
を
望
ん
で
い
る
。

い
ま
だ
に
記
憶

に
新

し
く
残

っ
て
い
る
の
は
、

ス

ハ
ル
ト
体
制

に
反
旗

を
翻
し
た
学
生
、
市
民
、
知
識
人
た
ち

の
姿

で
あ

っ
た
。

と
く
に

ス
ハ
ル
ト
が
旧
体
制
を
温
存
し

つ
つ
、
七
選
さ

れ
た
直
後
だ

っ
た
だ
け

に
そ
の

「
無
力
」
と
も

い
わ
れ
た
市
民

パ

ワ
ー
が
輝

い
て
い
た
。

こ
こ
で
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
進

め
て
き
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
世
界
市
場

に
対

し
て

「
民
族
主
義
」
的
ま
た
は

「
同
族
主
義
」

が
国
家
市
場
を

対
応
さ
せ
て
き
た
経
過
を
み
る
と
、
I
M
F
と
の
関
係
を
検
討

せ
ざ
る
を
え
な

い
。

}
九
九
L
年
卜
月
末

に
I
M
F
と

ス

ハ
ル
ト
政
権
は
、

次

の
点
を
合
意

し
た
。

一
九
九
八
年

の
経
済
成
長
率

一
三
%
、
同
年

イ

ン
フ
レ
率
九
%
、
輸
入

の
五
か
月
分

に
相
当
す

る
外
貨
準
備
高
を
維
持
す

る
こ
と
な
ど

が

マ
ク

ロ
経
済
指
標

の
目
標

で
あ

っ
た
。
財
政
面

で
は
、
収
支
均
衡
を
達
成
す

る
こ
と
、
経
常
収
人

の
赤
字
を
縮
小

さ
せ
る

こ
と
な
ど

に
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あ

っ
た
。

こ
れ

ら

の
当
初

目

標

も

う
ま

く

い
か

ず
、

九

八
年

四
月

、

I

M

F

は
経

済
成

長

率
を

四
%
、

イ

ン
フ

レ
率

一
七

%

、
財

政
赤

字

を

G
D

P
些

、丁

二
%

ま

で
容

認

し

た
。

だ
が
東

ア
ジ

ア
経

済

の
危

機

の
中

で
、

そ
れ

は
う

ま

く

い
か
ず

、
五
月

五

日

に
は
公
共

料
金

五

〇

%
、
食

料

価
格

を
五

〇
%

以
上

、
値
上

げ

し

た
。

さ
ら

に
、
ガ

ソ
リ

ン
七

一
%
、
灯

油

、
一五

%

、
電

気
料

金

二
〇

%

な
ど

の
引

き
上

げ
、

バ

ス
料
金

の
五
〇

%

の
値

上

げ

は
、
民

衆

の
不

満

の
蓄

積

と
な

っ
た
。

こ
う

し
た
不
満

に
火

を

つ
け

た

の
が
真
面

目

な

学
生

た

ち

で
あ

っ

た
。

こ
の
不
満

の
声

が
結
集

し

て

ス

ハ
ル
ト
辞

任

ま

で
追

い
や

っ
た

の

で
あ

る
。

だ

が

こ
の
状

況

以
前

の
、
一か
月

間

の
動

き
を

み

る

と
、

す

で
に
I

M
F

の
改
革

試

案

が

で
る
前

の
三
月

一
〇

日
、

国

権

の
最
高

機

関

で

あ

り
、

民

主

主
義
的

手

続

を

ふ

ん

で

で
き

た
と

い
わ

れ

る
国
民

協
議

会

は
、

な

ん
と
全
会

一
致

で

ス

ハ
ル
ト
を
人
統

領

に
指

名

し

た

の

で

あ

る
。

こ
れ

に
は
I

M
F
も

不

満

だ

っ
た
。

一
〇

〇
〇

人

の
議
員

(五
〇
〇
人

は
ス
ハ
ル
ト
直
接
指
名
)
の
う
ち
誰

一
人

反

対
者

は

い
な

か

っ

た
。
反

対

す

る

と
村

八
分

に
さ

れ

る
と

い
う

ス

ハ
ル

ト
独

裁

に
よ

る
真

綿

で
首

を
占

め

る
支

配
体

制

が
岩

盤

の
よ
う

に
確
立

さ
れ

て
い
た

か
ら

だ

と

い
う
。

だ

が

三
月
卜

一
日
、
直

接

ス

ハ
ル
ト

の
統
治

の
都
市

ジ

ャ
カ

ル
タ

で
な

く
、

ジ

ョ
ク
ジ

ャ
カ

ル
タ

の
ガ
ジ

ャ

マ
ダ

大
学

で
反

ス
カ

ル

ノ
運
動

が
起

っ
た
。

学

生

が
講
義

を

ボ

イ

コ

ッ
ト
し
、

一
万

人

の
大
集

会

を
開

き

、

ス

ハ
ル
ト
退
陣

、
政

治

改
革

、
経

済
改

革

を

要
求

し

て
集
結

し

た
と

い
う
。

こ
れ

が
契
機

と
な

っ
て
無
力

の
市

民

パ

ワ
ー
に
よ

る
反

ス
カ

ル

ノ
運
動

が
全

国

に
波

及

し
た
。

五
月

f

八

目
朝
、

全

国

か
ら

ジ

ャ
カ

ル
タ

に
集

ま

っ
た
学

生
、

教
員

た
ち

は
、

ハ
ル
モ

コ
国

会

・
国

民
協

議
会

長

に

ス

ハ
ル
ト
解

任

の

要
求

を

請

願

し
た
。

も

と
も

と

ハ
ル

モ

コ
議

長

は

ハ
ビ

ビ
副

大
統

領

と

と

も

に

ス

ハ
ル
ト

の
側

近
中

の
側
近

で
あ

っ
た

が
、
学

生

を
軸

と

す

る
民

衆

の
力

に

は
勝

て
な
か

っ
た
。

議
長

は
次

の
よ
う

に
発
表

せ
ざ

る

を
え

な

か

っ
た
。

こ

の
中
味

は
重

要

で
あ

る
。

一
、

国

会

の
代
表

者

ら

は
、

国

民
協

議
会

の
臨
時

の
開
催

と

大
統

領

の
退
陣

を
含

あ

た
国
家

の
現
状

を

注
意

深

く
検

討

し
た
。

・…

:
国

民

の
現

状

に
照

ら
し
、

国
会

の
代

表
者

ら

は
、

国

家

の
統

一
維

持

の
た
め

に
大

統
領

の
退
陣

と

い
う

賢
明

な
決

定

を
下

す

こ
と
を

期
待

す

る
と
発

表

し
た

の
で
あ

る
。
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こ
う

し
た
中

で
、

閣

僚

た
ち

は

一
斉

に
辞

表

を
提

出

し

た
。
新

内

閣
、

新

改
革

評
議

会

に
は
人

が
集

ら

ず
、

ス

ハ
ル
ト

は
孤

立

し

た
。

最
後

は
、

国
民

の
監

視

の
な

か

で
、

ウ

ィ
ラ

ン
ド
総

司
令

官

と

ハ
ル
モ

コ
議
長

の
再

度

の
説

得

で
、

辞

任
を

決
意

し
た

と

い
う
。

民

衆

か

ら
見

放

さ
れ

た
大

統
領

は
、
す

で
に
内

部

か

ら
も

見
放

さ
れ

た
。
当

然

の
こ
と

で
あ

る
。

五
月

、
一ト

一
日

の
朝
、

テ

レ
ビ

の
前

で
、

ス

ハ
ル
ト
は
辞

任

を
発

表

し

た
。

、
一レ

.
一日
、

ハ
ビ

ビ
新

大
統

領

が

誕
生

し
、

自

ら

「
開
発

・
改
革

内

閣
」

と
位

置
づ

け

た
。

I

M

F
か

ら

の
要

求

で
あ

っ
た
中
央

銀

行
総

裁

は
分

離

し

て
取
扱

わ
れ

た
。
新

内

閣

で
は
、
国

際
機

関

と

の
パ
イ

プ
役

を
務

め

て
き

た
ギ

ナ

ン

(
20

)

経
済
相
を
再
任

し
、

ス
ハ
ル
ト
身
内

の
名
は
消
え
た
。

以
上
、

ス
ハ
ル
ト
体
制
崩
壊

の
経
過
を
み
た
が
、

ス

ハ
ル
ト
の
経
済
政
策

に

つ
い
て
の
厳
し
い
反
省
と
今
後

の
国
民
経
済

の
白
壷

の
方

向
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
と
も
か
く
総
額

四
〇
C
億

ド

ル
の
I
M
F
支
援

プ

ロ
グ

ラ
ム
を
示
し
た
課
題

は
大
き

い
。
そ

の
中

に
従
来

の
経

済
体
質

の
中
味

は
示
さ
れ

て
い
な

い
。
市
民

は
本
質
的

に
政
治

・
経
済
改
革
を
実
施

で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
も
た
ざ
る
を
え
な
か

っ

た
。
も
ち
ろ
ん
政
治
改
革

が
進
む
巾

で
、
民
衆

は
、

ハ
ビ
ビ
政
権

の
動
き
を
厳
し
く
見
守

っ
て
い
る
。
そ
れ

に
し

て
も
開
発
独
裁
体
制

の

責
任

は
大
き

い
。
政
府

は
外
国
資
本
を

一
方
的

に
導
入
し
、
政
権

の
意
思

で

ハ
ー
ド
な
社
会
資
本

に
注
入
し
、
政
権
に
従
属
す
る
金
融
資

本
を
育
成
し
、
莫
大
な
債
務
を
抱
え

つ
つ
バ
ブ

ル
資
本
t
義
を
作

っ
て
き
た
。

(
21

)

白
石
忠
夫
教
授

は
こ
う
整
理
し

て
い
る
。

一
九
九
七
年
末
現
在

の
対
外
債
務
総
額
は
民
間
長
期
債
務
六
八
三
億

ド
ル
を
含
め

て

一
三
六

一
億

ド
ル
に
の
ぼ
る
と

い
う
。
デ

ッ
ト

・
サ
ー
ビ

ス

・
レ
イ
シ
ォ

(外
貨
収
入
に
対
す
る
対
外
債
務
返
済
比
率
)
で
見

る
と
三
三
%

に
の
ぼ
る
。

こ
れ
ほ
ど

の
多
額

の
対
外
債
務
を
な
ぜ
抱

え
る
こ
と
に
な

っ
た
か
。

そ
れ
に
は
同
国
政
府

の
外
貨
保
有
事
情
を
無
視
し
た
開
発
戦
略
、

ク

ロ
ー

ニ
ー

(同
族
)
資
本
室
義
と
い
わ
れ
る
人
統
領

一
族

の
経
済
権
益

の
独
占
と
腐
敗
、
権
力

の
下
僕
化
し
た
金
融
機
関
の
機
能
麻
痺
と

い

う
国
内
的
要
因
が
重
要

な
要
因

の

一
つ
で
あ

る
と
。
わ
た
く
し
も

こ
の
整
理
に
賛
成
し
た

い
。
さ
ら

に
ス

ハ
ル
ト
体
制

の
体
質
を
改
革
し
、

新
体
制
は
I
M
F
の
管

理
を
経
済
民
セ
化
政
策

に
組
み
入
れ
、
世
界
市
場
化
を
進
め
、
国
民

の
生
活
不
安

の
解
消
、
社
会
保
障
費
、
教
育



費

の
増
人
を
通
じ

て
経
済
改
革
、
財
政
改
革
を
断
行
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
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第7表 都銀8行 のアジア向け融資残高

(98年3月 期,融 資残 高,処 理額 は単位:億 円,引 当率 は%)

融 資 残 高

44,010(4,600)1

21,000(3,000)",

17}955(1,620)

16,000(1,900)

14,701(1,910)

9,590(930)

4,630(490)

3,284(945)

処理 額
一

940(470)

引当率

300

543

450(

300{

50{

48(

240(

110)

308)

350)

105)

15)11

21)1

25)

2.1(IO.2)

1.4(3.6)

3.0{19.0)

2.8(18.4)

2.0(5.4)

0.5(1.6)

1.0(4.2)

7.3{2.6}

131・17・(15・395)2・871(1,403)L
.三三 一(9・1)

iはイ ン ドネ シア向 け,東 京 菱 銀行 の融資残高 は連結 ベー ス,
にによ って若{一異な る。 引'11率は融資残高 に対す る処理額 の割

銀行名

東京 三
到

租
友
判

測
ひ

和

働

さ

住

第

富

東

あ

大

一一一.一_,170(15一 可 … 『

(注)カ ッ コ 内

対 象 国 は 各 丁1

合 。1ド ル ー-135円 で 計 算

(出 所)U本 経 済 新li罰,1998{r5ナ 」23日}}

ω

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
金

融

シ

ス
テ
ム

の
矛
盾

し
た
構

造

次

に
イ

ン
ド
ネ

シ

ア
の
開

発

型

独

裁

の
支

配

と
結

び

つ
い

た
銀

行

の

動

き
を

み

て
み
よ

う
。

イ

ン
ド
ネ

シ
ア

の
銀
行

は
中

央
銀

行

を
軸

に
、
一.一、

七

の

コ

マ
ー
シ

ャ
ル
バ

ン
ク
と
九

、
三

〇

.
一行

に

の
ぼ
る
農

村
信

川
銀

行

か
ら

な

っ
て
い

る
。
商

業

銀
行

の
セ

カ

は
ヒ

つ
の
国
営

商
業

銀

行
、

、
一七

の
地
方

政

府

(-
自
治
体
L)
の

一
六

〇

の
銀

行
、
私

営
商

業
銀

行

、
四
三

の

外

国
銀

行

で
構

成

さ
れ

て

い
る
。
中

央

銀
行

と
ヒ

行

の
大
手

銀

行

と
外

国

銀

行

と

は
融
着

を

通

じ

て
国

家

構
造

の

一
部

を
形

成

し
、
n
動

車

、
機

械

工
業

、
電

機

E
業

な

ど

の
製

造
業

と
、
電

力
、

ガ

ス
、
鉄

道
事

業

な

ど

の

社
会

資
本

を

統

治

し

て

い
る
。

銀

行

の
総

資

産

は
九

七

年

に
商

業

銀

行
全

体

で
約

四

九

六

兆

ル
ピ

ア

で
あ

り
、

そ

の
う
ち

の
四
九

%
を
民

間

の
商
業

銀
行

が
占

め
、

三
七

%
を

国

営
商

業

銀
行

が

占
め

、

一
二
%

を
外

国
銀

行
、

、
一%
を
地

方

開
発

銀
行

(
22

)

で
わ
け
あ

っ
て
い
る
。

九
〇
年
代

に
入

っ
て
商
業

銀
行

の
貸
出
残
高

の
占
有
率

の
傾
向

を
み

る
と
、
九
三
年

に
前

ス
ハ
ル
ト
政
権

の
影
響
下

に
あ
る
七
行

の
国
営
商
業
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ロザ　 ほり　 モ　 　

総 資産(10億 ル ピア)

国'営商 業銀 行

r
地方政府銀行

民間商業銀行

外国銀行
1=二=π こ一一一 一 一一一二====7=

合 計

障亜 繭
国営商業銀ff

第8表 貸出シェアを落 とす国営商業銀行
　『 訴 「… 一「 ㍉6犀 　 一一

、_ヰ_一_一_一___

93{卜95{i三
一

　-

100,596122,624
一幽一

6,5419,765 』
88,192147,473

→-____

19,76530,181
一 一一一 一___=

215,094310,043

一 聰

雁 二
　 　 　 　 　 　 　 ト 　 　　 　 　　 ロ　

く

200,86

35,b82

388,590
』}一 ㎜ ■一聰一 一}峠 層 一 一 一 一一一一 一一 一 一r-一 暫一一 一_

1雛 熱
1
け　　 　 　 　 　 　 ト　 　 　　

外国銀 行

合計

銀行数(行)

国営 商業銀 行ト
ー一一一 一 一… 一一一_一一一.

地方政 府銀行

… 民 間 商業銀行
H　 … 双 面銀行 圏… 　† 『 蕊 『 一一㎜「

合 計

(出 所)F3azakIndonesia、1998.経 企 庁,前 掲 書,173ペ ー ジ 。

(注)外 国 銀 行 は 合 併 銀 行 を 含 む 。 銀 行 数 は97年9月 時 点 の 行 数

,rr了6←
39.一37.2⊥

97年
皿

20,941

12,270

248,731

75,224
唱___

538,166

---7

卜一1_-.一・..… 一 一2
.一2.2-「 竜12一 ト ÷ 一一

誤 南
九
八
八
年

↓
○
月
、

政
府

の

…行

が
約

四
ヒ

・
六

%

を
占

め

た

に
対

し

て
九

七
年

に
は
三
七

・

「%

の
貸

出

シ

ェ
ア
に
低
下

し

て

る

(第
8
表
)。

だ

が
数

で
は
過

数

を
超

え

る
民

間

商
業

銀
行

の

一出
残

高

の
占

有
率

は
約

四
〇

%

門
六
兆
ル
ピ
ア
)

と
低

い
。

少

数

国
立
商

臨莱
銀
行

の
金

融
市

場

に

け

る
支

配

力

が

い
か

に
強

い
か

わ
か

る
。

だ

が
九

五
年

以
降
、

間
需

要

の
増
大

の
中

で
、

相
対

に
成
長

率

も
高

ま

り
、

消

費
需

の
伸

び
が

み
ら

れ

る
中

で
、

民

銀
行

の
支
店

数

も
増

加

し
、

貸

残
高

も
高

ま
り
、

四
九

・
.
一%

占

有
∵率

を

示

す

よ

う

に

な

っ
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金

融

自
由

化

政
策

は
、

日

・
米

・
欧

の
多

国

籍
銀

行

お

よ
び
華

人

資
本

(台
湾

・
香
港

.
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
系
)

が
積

極
的

に
こ

の
国

に
進
出

し
、

次

か

ら
次

に
合

併

銀
行

を

作

り
、
従

来

の
自
動

車

産
業

、
電

子

産
業

な

ど

の
製
造

業
投

資

か
ら
、

不
動

産
、

ホ

テ

ル
、
建

設
等

、

さ

ら

に

デ
パ

!

ト
な
ど

へ
貸

付

る

た
め

の
投
資

を
増

加

さ

せ
た
。

と

く

に
大

都

市

の
不

動
産

価
格

は
ヒ
昇

し
、

一
般

庶

民

に
は
手

が
届

か
な

い
と

こ
ろ

に
き

た
。

外
国

資

本

と
国
内

の
国

営

資
本

、
民

問
資

本

は
、
金
融

緩
和

政

策

に
よ

.
て
そ
れ

ぞ
れ

の
資

本

間
競
争

を
激

し
く

さ

せ
た
。
そ

の
結
果

、

本

来
的

地

域

経
済

の
基

盤

を

も

た
な

い
国
営

商

業

銀
行

の
不
良

債
権

が

増

大
し

た
。

日
本

の
都

市
銀

行

八
行

(さ
く
ら
銀
行
を
除
く
)
の
九

八
年

三
月
期

の
決
算

を

み
る
と
、
合

計

で
二
、
八
七

一
億

円

を

ア
ジ

ア
向

け
貸
出

債

権

で
処

理
し

て
い
た
。
そ

の
処

理
額

の
五
〇

%

を

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
で
占

め

た
。
都

市
銀

行

八
行

が
開

示

し

た

ア
ジ

ア
向

け
融
資
残

高

(単
体

べ
!
ス
、
東
京
..菱

だ
け
は
連
結

べ
ー
ス
)
は
合

計

で

一
一、一兆

一
、

一
七
〇

億

円
、

そ

の
う

ち
東

京

三
菱

が
約

四
兆

四
、

0

0
0
億

円

と
最

多

で
、

次

が

二
兆

一
、

○

○
○
億

円

の
三
和

銀

行

で
あ

り
、

住
友

の

一
兆

七

、
九

五

五
億

円

と

い
う
順

で
あ

る

(第

7
表
)。

そ
れ

ぞ

れ

の
銀
行

は
・
貸

出

債
権

の
う

ち
、
景

気

低
迷

な
ど

で
業
績

が
悪
化

し
た
地

場
企

業

向

け
債

権

の
大

半

を
処

理

し

た
と

い
わ

れ

る
。

そ

の
処

理
額

は
四
八

億
円

か
ら
九

四
〇

億
円

と

い
わ
れ

る
。

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
向

け
融

資
残

高

の
合

計

は

一
兆
五

、

○
○

○
億

円
以

ヒ

に
上

っ
た
。

一
方

日
本

政
府

が

イ

ン
ド
ネ

シ
ア

に
貸

し
付

け

た
円

借
款

の
残

高

は
約

一
兆
七
、

○

○

○
億

円
、

輸
出

入
銀

行

融
資

残
高

も

七
、

○
○

○
億

円

以
上

と

い
わ

れ

て
い
る
。

こ
う

し

た
貸

出

し

の

蔀

が
イ

ン
ド
ネ

シ

ア
の
政
府

、

銀
行

の
借
金

に
ま

わ

っ
て
い
る
。

一
体

日
本

の

政
府
・
銀
行

は
・

ど
う
し

て
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
の
国
民

の
下
か
ら

の

二
i
ズ

に
基
づ

い
た
社
会
資
本
、
医
療
、
住
宅
、
教
育
、
地
元
企
業
な

ど
を
充
実
す
る
資
金
援
助
を
主
体
的

に
実
施

し
な
か

っ
た

の
か
。
最
近

の
目
本

の
大
手
行
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
、

と
く

に
不
動
産
投
資

に
董

点
を
お

い
た
が
た
め

に
、
不
良
債
権
化
し

て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

こ
の
点

の
反
省
か
ら
福
祉
型
開
発
産
業
を
軸

に
企
業

の
社
会
化
を
図
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第9表 国営 ・地方政府銀行に偏る不良債権

97年

1Q.2

96年

9.5

 

F
95年

「
÷釘短i

Il

6.4「6.4』r
-一一一 一一 一一一+一 一一一一一一 一 一一一十

1.4L
.色21

a.5U.5

_一__._

6.7

2「5『「

8.8

。.5十 ÷i
一一 一≒ 一 … 一・一 一 一一一… 一 一

9.5 10.2
一 一 一 一 一一一 一一一十一

巨
不良債権額(1⑪ 億ル ピア)

BAD(回 収不能債権)

DOUBTFUL(短 期延滞債権)
m-一一 一 一　 一 一 一 一 一_____一

L遡 塑 墜 型 迦竺些債権)
合計

不良債権額内訳(1⑪ 億ル ピア)

国営商業銀行
L-一 一 一___._一_____一__ _______

1-一 一

1民 間商業銀行
ト ー 一一一一一一_______一____

地方政府銀行

外国銀行 ∵ ㎏.、
II

‡
荘

… 一一 「

s.0

1.5

s.7

「一
一.

鞠三
5.8

…

ヂ=8
合計

一 ㎜
囚 一

不良債権比率(%)

国営商業銀行

{
/ 6

」

ト
L
l
L

民間商業銀行

地方政府銀行

外国銀行

「江
二=t壱 計 ÷

(出 所)BankIndonesia,1998,経 企 庁,

(注)97年 は97年4月 の 数 値

前 掲 書,175ペ ー ジ。

り
、
市
場

の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
失
業
者
を
吸

収
す

る
経
済

政
策

を
め
ざ

す

べ
き

で
は
な

い

か
。⑧

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
不
良
債

権

の
シ

ス
テ
ム

を

問

う

九

〇
年

代

に
入

っ
て
国
営

銀

行
、

民

間
銀
行

を
問

わ
ず

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
の
金
融

機

関

は
、
製

造

業

か

ら
不
動

産
業

な

ど

サ

ー
ビ

ス
分

野

へ
の

投
資

に
集

中

し

た
。

九
七

年

四
月

現
在

で
、

全

商
業

銀
行

の
融
資

残

高

は
約

三
五

〇
兆

ル
ピ

ア

で
あ

り
、
不
良

債
権

(回
収
不
良
債
権
、
短
期
延
滞

債
権
、
長
期
延
滞
債
権
)
の
合
計

額

は
三

、
一兆

三
、

○

0
0

億

ル
ピ

ア
で
、
総

貸
出

額

の
九

・
.
↓%

に
達

し

て

い
る
。

こ
の
う
ち

回
収

不
能

債
権

額

は

一
〇
兆

、
一、

三
〇
〇

億

ル
ピ

ア
で
二

・
九

%

以
上

の
割

合

で
あ

る
。

こ

の
回
収

不

能
債

権

一

〇

兆

、
一、

三
〇

〇
億

ル
ピ

ア
の
内

、

政
府

が
関
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第5図

(ル ピ ア 〕

15(IU

L5U[)

35UO

450(3

55(IO

h5()()

750(1

X35()()

95〔}0

25

2()

15

lU

5

イ ン ドネ シアの為替 レー トと金融指 標

① 為替 レー ト

為 替 レ ー ト

93,194.195.1

② 金利

("4,7

yf;.1

・牛朱f而

(90イ ト=1(,〔D

la{)

12{)

--(}

10{〕

90

80

70

h{)

5U

40

3U

97.198.1〔 で1㌃/月 〕

(82イ ト=100〕

750

h5U

5.5U

45{}

a50

025(1

9:x.1y4.195.196。197.198」({卜/月}

(出 所)イ ン ド ネ シ ア 中 央 銀 行 資 料 等 。 実 質 実 効 レ ー トは,

モ ル ガ ン銀 行 公 表 値 に よ る。 経 企 庁 調 査 部,前 掲 書

169ペ ー ジ。

(注)短 期 金 利 は,SBI(中 央 銀 行 証 券)3か 月 金 利 を,株 価

は,ジ ャ カ ル タ総 合 指 数 を と っ た 。
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係

し

て
い
る
国
営

商

業
銀

行

の
貸

出

シ

ェ
ア
は
三
七

%

に
達

し

て
い
な

い
も

の

の
、

そ

の
う
ち

回
収

困
難

と

み
ら
れ

る
債
権

額

の
占

有
率

は
六

六

%

で
あ

る
。
イ

ン
ド
ネ

シ

ア
の
不
良

債
権

問
題

は
、
国

営

商
業

銀
行

問

題

が
中

心

の
課

題

で
あ

る

(第
9
表
)。

こ
の
不
良

債
権

は
、

不

動
産

業

、

ホ

テ

ル
業

、

建

設
業

、

道
路

・
運
送

業

な

ど

で
目
立

っ
て

い
る
。

と

り
わ

け
不
良

債

権

の

一
部

は
、

ス

ハ
ル

ト
政
権

を
支

え

て
い
る
伝

統
的

な

権

力
構

造

と
結

び

つ
い

て
い
る
。
縁

故

関

係
、

財

閥
企

業

関
係

に
規

斜

さ
れ

た
不
良

債

権

が
目
凱

っ
て

い
る
よ
う

に
思

う
。
政

.
官

.
業

の
人

脈
融

着

、
縁

故

資
本

主

義

(。
δ
コ
ε

$
葺

鶴
房
ヨ
)
と

不
良

債

権
問

題

が
結

び

つ
い
て

い
る
。
権
力

の
私
物

化

、
商

品
化

が
不
良

債
権

を
通

じ

て
形

成

さ

れ

た
。

こ
の

こ
と
が
、

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
市

場

経
済

の
特

質

を
意

味

し

て
い
る
。

さ

ら

に
暴

落

し

た
通

貨

ル
ピ

ア
安

定

の
た
め

の
高

金
利

政

策

も
失

敗

し
、

為
替

レ
ー
ト
、

金

利
、

株

価

も
不

安
定

性

を
続

け

て

い
る

(第
5
図
)。

前

述

し

た
よ

う

に
日
本

の
イ

ン
ド
ネ

シ

ア
向

け
民

間
債

権

の
う
ち

都
市

銀
行

八
行

は
、

九

八
年

三

月
末

で
約

一
兆

五
、
○

○

○
億

円
強

の
残

高

を

抱

え

て
い

る
が
不
良

債

権

は
四
〇

%

と
推

計

さ
れ

て
い
る
。

そ
れ

は
取

立

て
、

回
収
を

厳

し

く

し

て

い
る

だ
け

で
な

く
、

日
本

国
内

の
金
融

不

況

を
中

心

と

す

る
複

合

不

況

と
連

動

し
、

大

手

八
行

だ

け

で
な

く

そ

の
他

の

一
〇

行

に
も

マ
イ

ナ

ス
の
イ

ン
パ

ク
ト
を
与

え

て

い
る
。

さ

ら

に
銀

行

だ

け

で
な

く
大

手
商

社

の
対

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
債

権

は
、

九

八
年

三
月
時

点

で
、

一
兆
五

、

○
○

○
億

円

に
達

し

て
い
る
。

貿

易

保
険

や
銀
行

保

証

付

き

の
債
権

は
、
全

体

の
約

三
〇

%

に
過

ぎ

な

い
。

通

産
省

は
、
同

年

三
月

上

旬
、

伊

藤

忠
商

事

、

三
井

物
産

、

丸
紅

、

三
菱

商
事

、

住

友
商

事

、

目
商

岩
井

、

ト
ー

メ

ン
の
上

位

七
社

を

対

象

に
短

期

債
権

と
中
長

期

債
権

(出
資
、
融
資
、
債
務
保
証

の
合
計
)
に

つ
い

て
緊

急

の
聞

き

取

り
調
査

を
行

っ
た
。
そ
れ

の
結

果

に
よ
る

と

、
短
期

債
権

(
一
ド
ル

,
油
.
.五
円
)
は
三
月

ヒ
旬

時

点

で
、
一、
四
〇
〇

億

円
、
中

長

期
債

権

は

一
兆

.
一、
六

〇

〇
億

円

に
の
ぼ

り
、
合

計

額
は
、
総
合
商
社
九
社

の
.二
月
期
決
算

の
公
表
額

の
な
ん
と

二
倍
近
く

に
達
遍

・

日
本
商
社

で
も

ス
ハ
ル
ト
政
権

に
関
係
し

て
い
る
企

業

へ
の
融
資
は
か
な
り
打
撃
を
う
け
た
と
い
わ
れ

る
。
貿
易
保
険

や
銀
行
保
証
が
付
与
さ
れ

て
い
る
債
権

は
、
全
体

の
約

三
〇
%
に
す
ぎ
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な

い
。
中
長
期
債
権

の
内
訳

は
、
出
資
が
約

二
〇
%
、
融
資

と
債
務
保
証
が
そ
れ
ぞ
れ
約
四
〇
%
、
事
業
別

で
は
、

エ
ネ
ル
ギ

ー
輸
出
が

約
五
〇
%
を
占
あ

て
い
る
。
残

り
は
、
事
業
継
承
が
不
可
能
と

い
わ
れ

て
い
る
石
油
化
学
、
鉄
鋼
、
自
動
車
販
売
な
ど
国
内
市
場
向
け

で

あ
る
。

日
本

の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア

へ
の
官
民
投
資

の
構
造

は
、

ス
ハ
ル
ト
前
大
統
領

の
親
族
や
華
僑
関
連
事
業

に
傾
斜
し
、
癒
着
関
係

の
構

造
を
形
成
し

て
い
た
の
で
、

そ
の
不
透

明
性
が
問

わ
れ

て
い
る
。

日
本

の
大
手
銀
行
、
大
手
商
社

は
、
基
本
的

に
は
日
本
政
府

の
対

イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
援
助

と
対
応
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
世
界
銀

行
や
I
M
F
と
協
同
し

て
、
被
援
助
国

の
経
済
開
発

の
た
め

の
資
金
援
助

で
あ
る
が
、

そ
の
援
助
資
金
は
、
国
内

の
大
手
企
業
援
助
と
結

合
す
る
。
も
ち
ろ
ん
開
発
型
独
裁
体
制

は
、
外
国
資
本

と
技
術
を
導
入

し
、
安

い
労
働
力
と
資
源
を
活
用
し
て
工
業
化
を
め
ざ
す
。

そ
の

外
国
資
本

は
、
政
府
開
発
援
助

を
通
じ

て
外
国
企
業

の
経
営
と
技
術
を
活
用
す
る
。
例

え
ば

一
九
六
〇
年

に
O
E
C
D
内

の
開
発
援
助
グ

ル
ー
プ
を
中
心

に
途
上
国

へ
の
援
助
を
具
体
化
し
、
九

.

.年

に
は
、
二

か
国
が
加
盟

し
た
。
開
発
援
助
委
員
会

(D
A
C
)
の
†
要
目
的

に

添

っ
て
援
助
も
展
開

せ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
。

そ

の
目
的

は
①
資
金

の
効
率
的
供
与
を
ふ
や
す

こ
と
、
②
途
上
国

の
経
済
成
長

に
貢
献

す
る

こ
と
、
③
贈
与
と
譲
与
的
借
款
か
ら
成

る
政
府
開
発
援
助

(O
D
A
)
を
拡
充
し
、
途
上
国

の
債
務
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と

の
三
点

に

あ

っ
た
。

こ
う
し
た
三

つ
の
課
題
を
総
点
検
し
、
開
発
援
助
政
策
が
被
援
助
国

の
市
民
、
住
民

の
自
立

に
役
立

っ
て
い
る
か
を
改
め

て
監

視
す

る
こ
と
が
必
要

で
は
な

い
か
。
と
く

に
政
府
開
発
援
助
が
相
手
国

の
特
定

の
グ

ル
ー
プ
、
利
益
集
団
、
政
治
権
力

の
経
済
基
盤
な
ど

へ
の
援
助

に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
反
省
し
、
透
明
性
、
公
平
性
、
効
率
性
、
自
航
性
、
連
帯
性
を
尊
電
す
る
援
助

シ
ス
テ
ム
を
確

立
し
、
同
時

に
金
融

シ
ス
テ
ム
に
し

て
も
、
不
良
債
権
を
徹
底
的

に
な
く
す

こ
と

に
あ

る
。

そ
の
手
法
を
民
主
的

に
示

し
、
具
体
化
す

べ

き

で
あ
ろ
う
。
政
策

の
担

い
手

は
、
大

・
中
小
企
業
、
技
術
者
、
市
民
主
体

の
経
済

運
営
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
I
M
F
は
、
途
上
国

の
経
済
政
策
、
金
融
、
財
政
政
策

に

つ
い
て
、
そ

の
国

の
市
民
的
自
立

の
条
件
を
ふ
ま
え

て
市
民
社
会
優
位

の
市
場

の
論
理
を
構
築
す
る
条
件
づ
く
り
を
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

I
M
F
も
日
本

の
援
助
も
世
界
市
場

の
効
率
化
貫
徹
羊
義

の
論
理

で
は
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な
く
、
人
間
主
体

の
経
済
民
†
主
義

の
発
展

の
内
容
を
原
理

に
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

五

こ
ん
こ

の
課
題

東

ア
ジ

ア
の
通
貨

.
金
融

の
危
儀

・

と
く

に
中
小
零
細
企
業
・
労
働
者
・
農

・
女
性

の
生
活
を
破
壊
し
た
・

し
た
が

っ
て
社
会
的

弱

者

に
仕
事

を
与

え
、
生

活

者

の
論

理

の
開

発

を
定

着

す

べ
き

で
は
な

い
か
。
東

ア
ジ

ア
の
環
境

と
資

源

と
人

間

を
大

切

に
し

た
新

し

い

地

域

経

済

協
力

の
あ

り
方

を

具

体
的

に
実

践

し

て

い
く

べ
き

で
は
な

い

で
あ

ろ
う

か
。

と
も

あ

れ
、
当

面

の
経
済

危

機

を
防

ぎ
、

自
壷

し

た
経

済

シ

ス
テ
ム
を
作

る

た

あ

に
I

M
F

も

日
本

も
、

カ
ネ
だ

け

で
な

く
、

経

営

の

ノ
ウ

ハ
ウ
、

ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト

の
両
面

か
ら

の
経

営

技

術

を

示

し
、

現
地

政
府

と
対

等

の
立

場

で
、

自
立

の
条
件

を

作

り
、

地
域

の
市
民

社
会

と
資
本

市
場

の
育
成

を

n

ら

の
課

題

と

し
、
自

ら

の
運

命

を
切

り
開

く

べ
き

で
は
な

か

ろ
う

か
。

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
政
府

は
、

依

然

の
よ
う

な
グ

ロ
ー

バ

ル
経

済

の
名

の
も

と

に
、
多

国
籍

企

業

の
吸

収
、

合
併

、

系

列
化

な

ど
を
進

め

る

の

で

は
な

く
、

市

民

の

ニ
ー
ズ

に
基

づ

い
た
雇

用

を

吸
収

す

る
地

域

経

済

を
育

成

し
、

企

業

の
活
性

化

を

実

現

す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

グ

ロ
ー
バ

ル

・
ス
タ

ン
ダ

ー

ド
、

I
M

F

ス
タ

ン
ダ

ー

ド
に
依

存

す

る

の
で

は
な
く
、

人

間

と
資

源

を
重
視

し

た
市

民
社

会
的

価

値
を

基
軸

に
し

た
グ

ロ
ー
バ

ル
経

済

へ
の
志
向

を

も

っ
て
対
応

し
、
下

か

ら

の
人

間

主
体

、

住
民
主

体

の
経
済

、
政

治

運
営

を
実

践

し

て
い
く

べ
き

で
あ

ろ

う
。

日
本

に
と

っ
て
東

ア
ジ

ア

へ
の
課
題

は
新

し

い
市

民

社
会

の
価
値

観

を

も

っ
た
東

ア
ジ

ア
の
下

か
ら

の
民

衆

の

二
ー
ズ

に
基

づ

い
た
経

済
協

力

を

豊

か

に
進

め

る

こ
と

に
あ

ろ
う
。
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て

い

る
と

批

判

す

る
。

こ

の
点

の
甑

場

が

W

・
タ

ッ
プ

氏

で
あ

る

(≦

.
↓
凶
σ
げ
、
..6
げ
o

閏
霧

一
〉
ω
冨
訂

国

コ
鋤
9

巨

ρ

一ω
δ
、、"
ζ
o
コ
↓三

《
閃
Φ
<
一Φ
≦

ド

<
o
一■
8

こ

目

Φ
お

㊤
。。
唱も

』

心
～

ω
。。
・)

こ

の
視

角

は

き

わ

め

て
鋭

い

が

、
亟

厚

な

現

状

分

析

に
基

づ

く

理
論

化

を

し

て

ほ

し

い
と

考

え

る

。
ま

た
東

ア

ジ

ア

の
危

機

は

働

く

者

に
厳

し

い
生

活

を

強

制

し

て

い
る

こ
と

、
労

働

と
環

境

を

守

る
た

め

に
、
抵

抗

の

ア
ジ

ア

モ
デ

ル
を

訴

え

て

い
る

評

論

家

も

い

る

(
U
瞬
ζ
8

巴
一
ざ

.O
一〇
げ
p。
一一N
勲
二
〇
コ

o
諺

↓
『賦
}
n
9

一ω
冨

飴
コ
α

o
す
ω
ω
。。
霞
嘗
α舜
αq
一Φ
ヨ

国
霧

叶
〉
ω
冨
"甲

ζ
o
コ
一三
蜜

涛
Φ
<
δ
牽

ω
Φ
で
け

一
〇
㊤
。。
)
。

こ

の

論

文

は
経

済

分

析

を

.小
し

て

い

な

い

の

が
残

念

で
あ

る

。

東 ア ジアの通貨 ・金融危機 を考え る

(補
注
)

東

ア
ジ

ア
の
経
済
危

機

は
、
そ

の
後

、
若

干

の
株
価

の
上
昇
、
通
貨

の

「
相
対

的
安
定

」
を

見
せ
た
が
、
本

質
的

に
は
、
企
業

倒
産
、
失
業
、
物
価

高
、
生

活
許

は
、
拡
大

し

て
い
る
。

こ
の
点

、
日
本
経
済

に
と

っ
て
も
他
人
事

で
は
な

い
。
東

ア
ジ

ア
の
不
良
債

権
と

日
本

の
不
良
債
権

は
連

動

し

て

金
融
危
機
を

深
刻
化

し

て
い
る
。
日
本
経

済

の
体

質
改
革

と
対

東

ア
ジ

ア
政
策

を
ド
か

ら
連

動

し

て
考
察

し

て
い
く

べ
き

で
は
な

い
か
と
思

う
。
こ
の

点
は
改
め

て
考
え

た

い
。

最
近
、
東

ア
ジ

ア
の
通
貨
危

機

に
対
す

る
楽
観
論

が
あ

る
。
そ
れ

は
、
日
本

の
、、、兆
円
融

資

(宮

沢
構

想
)
が
具
体
化

す
れ
ば
、

マ
イ

ナ

ス
成
長

は

な
く
、
数

%

の
成
長

率
を

も
た
ら
す

と

い
う
。
だ
が
、
そ
れ

は
東

ア
ジ

ア
の
信

川
収
縮

が
深
刻

で
あ

る
こ
と
を

認
識

し

て
い
な

い
。
依
然
と
し

て
韓

国
、

中
園
、

マ
レ
ー

シ
ア
、

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
に
お
け

る
不
良

債
権
処

理
は
進

ん

で
い
な

い
。

さ
ら

に
製
造

業

の
活
力

も

で
て
き

て
い
な

い
。

従
来

の
経
済

体
質
を

改
革

し

つ
つ
、
外
国

企
業
も
域

内
分
業

を
進

め
、
経
済

の
高
度
化

を
進

あ
る
た
め

に
も
、
雇

用

を
導
く
た
め

の
投
資

、
貿
易
、
研

究
開
発

の
相

互
依
存
体

制
を
地
道

に
作

っ
て

い
く

こ
と

に
あ

ろ
う
。

さ

い
ご

に
、
最

近

の
注
目

す

べ
き
論

文

を
紹
介

し

た

い
。

そ
れ

は
坂

本
義

和

「
世
界

市
場

化

へ
の
対

抗
構
想

…
東

ア
ジ

ア
地

域
協
力

と

『
市

民
国

家
』
…
」

(
『
世
界
』

一
九
九
八
年

九
月
号

)

で
あ

る
。
本
論
文

の
構
想

力

は
鋭

く
、
学
ば

さ
れ

た
が
、
経

済
分
析

も
示
し

て
ほ
し
か

っ
た
。

州
世
界
市

場
化
」

の
経

済
学
的

内
容
も
、小
す

べ
き

で
あ

る
。

(
一
九
九
八
年

十
月
六

日
脱
稿
)
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